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各教区および関係者の皆さま        2020 年 7 月 27 日 

 

主の御名を讃美いたします。 

いつも主にあるつながりとお祈りに感謝いたします。 

 7 月 3 日(金)以降に降り続いた豪雨により各地で大きな被害がありました。今なお多くの

方々が避難生活を余儀なくされ、猛暑の中での家屋の片付けなどを続けておられることを 

覚え、心よりお見舞申し上げます。 

 被災者生活支援・長田センターでは、7月 9日発行の『長田センターニュース』39号にて、

その時点での被害状況と支援の取り組みについてお知らせし、被災者生活支援募金を開始し

ましたので、お届けさせていただきます。併せて『長田センターニュース』38 号と兵庫教区

阪神・淡路大震災対策特設委員会発行の『震災ニュース』38 号もお届けさせていただきます。 

教団関係では、被害の大きかった熊本・葦北郡芦北町の隠退教師宅１軒、長崎・大村市の

信徒宅 2 軒に浸水被害があり、九州教区の教師・信徒の有志も加わって片付け、清掃作業が

続けられています。同教区からの要請もあり、その取り組みなどに用いていただくため、  

取り急ぎ見舞金 100 万円をお送りさせていただきました。また、熊本 YWCA を通じて、熊本・

球磨郡球磨村の、特に子どもたちや外国人の被災者の方々への支援物資をお送りしています。

他の教区についてもご連絡させていただいたところ、大きな被害はなかった模様ですが、  

報告されていない雨漏りなどの被害があったのではと拝察いたします。また、地域に大きな 

被害のあった教区では、その支援活動を行っておられる所もあることと存じます。 

長田センターとしては、新型コロナウイルス感染拡大により、現地での直接的な支援活動

が難しい状況ですので、各地のニーズを確認しつつ、引き続き物資送付や財政的協力の形で

支援の取り組みを行っていく所存です。今後も、被災者の方々の痛みと生活に寄り添って  

いく働きを覚えて、お祈りお支えいただければ幸いです。 

末筆となりましたが、それぞれの教区につながるお一人お一人のお働きの上に、主の   

祝福と導きをお祈り致します。                      在主 

 

兵庫教区被災者生活支援・長田センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   長崎・大村教会信徒宅での作業    熊本・葦北郡芦北町の隠退教師宅での作業 
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苦難の中にある生命
い の ち

の営みにつながって 
東島 勇人（長田センター運営委員長/兵庫松本通教会） 

７月 3 日から降り続いた豪雨により、九州をはじめ各地で甚大な被害があり、尊い命が失われ、

多くの方が今も避難生活の只中に置かれています。九州の教団教会関係では、現時点(7 月 8 日)で

教会建物等に大きな被害はない模様と伺っていますが、熊本県葦北郡芦北町在住の隠退教師宅や長

崎県の大村教会信徒宅などに床上浸水の被害があり、それぞれ教会や教区の関係者が片付けの手伝

いなどのサポートを開始されています。今後、九州教区および他教区のその他の被害も多数明らか

になってくると思われますが、道路やライフラインが寸断されている所が多数あり、新型コロナウ

イルス感染拡大の影響で他地域からの物資やボランティアも不足している中、大変な状況が当分の

間続くことは間違いありません。 

長田センターとしては、各教区関係者、教団社会委員会、在日大韓基督教会などの他教派、YMCA、

YWCA、超教派の災害ネットワークなどから情報収集を行い、初期支援を行いつつあるところです。

具体的には、まず被害の大きかった九州教区の働きを支えるべく見舞金をお送りし、今後も引き続

き必要な物資や資金をお送りすることをお伝えしています。また、熊本 YWCA が熊本地震後の   

ネットワークを活かし、他団体とも連携しながら被害の大きかった地域での支援活動を開始されて

いますので、特にこどもたちや外国人の方々に必要な物資を確認し、送付しました。 

災害においては、いつも弱い立場に置かれている人が、より一層の困難や不条理を強いられます。

兵庫県南部大地震の被災者が、市民の命と暮らしを守るべき神戸市に「借上復興住宅」からの強制

退去を求められ、裁判で被告にされていること。2018 年の西日本豪雨災害で被災した呉の山間に

ある市原地区の 10 世帯の方々が、被災者でありながら命と生活を守るために不可欠なテレビ塔再

建のために一人 30 万円の自己負担を強いられていること。2019 年の東日本豪雨災害で被災した

宮城県丸森町のこども園のこどもたちが、被災後の困難に加えて新型コロナウイルス感染拡大の不

安の中に置かれ続けていること。これまでのつながりから知らされたそれらの現実と同様のことが、

この度の災害においても顕在化していくことと思います。わたしたちはそのような現実に置かれて

いる人にこそつながり、小さな働きであっても出来る限りのことをしていきたいと願っています。 

長田センターは、「阪神淡路大震災被災教区の震災 5 年目の宣教にあたっての告白」において、

「わたしたちは、現実の苦難の中にある生命
い の ち

の営みと、その出会いの中にこそ神は居られることを

信じる」と告白した言葉に立ち、出会わされた被災者の方々の思いとニーズに聴くことを大切に、

顔の見える関係を築きつつ、それぞれの被災者に直接届く支援を中長期的に行っていく所存です。

皆さまのお祈りとお支えのもと、共にその働きを担っていきたいと願っていますので、今後もどう

ぞよろしくお願い致します。 

ニュース 
39 号 

〒658-0054 神戸市東灘区御影中町２‐３‐２３ 

      日本基督教団兵庫教区事務所内  

電話：078-385-1413  FAX：078-856-4128 

メール baabg703@ksj.biglobe.ne.jp 

郵便振替 ００９９０－２－２２０７９ 

口 座 名  兵庫教区 被災者生活支援･長田センター 
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2019 年 台風 15 号・19 号 被災者生活支援活動 

2019 年の台風 15 号、19 号とその後の大雨によって甚大な被害があった地域への支援として、

皆さまの献金から東北教区、東京教区千葉支区、神奈川教区へ見舞金をお送りし、それぞれ被災し

た教会および信徒への見舞金、他団体と連携しての地域の被災者支援活動等に用いていただきまし

た。また、被害の大きかった地域の一つである宮城県丸森町の避難所と、被災した丸森ひまわり  

こども園・丸森たんぽぽこども園への物資やお便りの送付を行いました。 

園舎が大きな被害を受けた丸森たんぽぽこども園は、丸森ひまわりこども園の園庭に仮園舎を 

建てて一緒に保育を行ってきましたが、新型コロナウイルス感染拡大状況の中で、被災者でもある

方の多い保護者のニーズに応えて保育を続けて来られました。そのための支援として、現地で調達

の難しかったノンアルコール除菌ウェットティシュ、おしりふき、ハンドソープ、消毒液等をお届

けし、両こども園だけでなく、地域のつながりの中で町内の他の保育所や児童館などにも配布くだ

さり、用いていただきました。 

この度、たんぽぽこども園の園舎の改修工事が完了し、6 月 15 日（月）に元の場所に戻り、   

保育を再開されました。6 月 17 日（水）には再開のセレモニーを行い、町の商工会青年部による

記念植樹があったそうです。植樹したドイツトウヒに、昨年末にお届けした電飾を冬に飾るのを 

楽しみにしていますとのお便りをいただきました。 

また、被災して使えなくなったプールの購入費の一部（補助金で不足する分）を協力させていた

だきましたが、天気が良ければ７月９日（木）に感染予防対策を行いつつ「水あそびはじまりの会」

を行う予定とのことです。 

今後も、それぞれの被災地の方々に心寄せ、連絡を取り合いながら、協力していくことができれ

ばと願っています。皆さまの引き続きのお祈りとお支えをお願い致します。 
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2019 年台風 15 号・19 号 被災者生活支援募金 中間報告 

2019 年 9 月 13 日～2020 年 6 月 30 日  

 

 

2018 年 西日本豪雨・胆振東部地震被災者生活支援活動 

2018 年の西日本豪雨災害、北海道胆振東部地震の被災者生活支援活動は、以下の３つを軸に行

っています。倉敷市真備町に拠点を設置し、「まびに くらしの ぬくもりを回復すること」を目的

として、東中国教区も加盟団体となり活動を継続している「まびくら」のへの協力、西中国教区を

含めた超教派の教会により呉市で継続されている活動への協力、北海教区が札幌 YWCA 等と協力

して行っている活動への協力です。 

それぞれ皆さまの献金から、初期の各教区への見舞金と支援物資のお届けに加えて、被災宅の片

付けや行事への参加・協力等を行ってきました。 

その後、新型コロナウイルスの影響で現地での支援活動や行事は休止せざるを得ない状況が続い

てきましたが、状況を見ながら活動が再開されつつあります。呉では、8 月に仮設住宅他から復興

住宅へ入居予定の方々の引越手伝い、エアコン購入補助などが行われる予定です。また、市原地区

被災者の方々のテレビ塔再建費用の一部としてお見舞金をお届けされます。それらの取り組みに、

皆さまの献金の中から 3 月にお届けした協力金 200 万円を用いていただきます。 

また、北海教区が札幌 YWCA と協力して行っている札幌市・里塚中央会館での被災者の方々と

の体操・お茶会も９月以降に再開し、毎月開催される予定ですが、毎回兵庫のお菓子をお届けする

ことになっています。 

 

 

借り上げ復興住宅の被災入居者に対する行政による不当裁判 

7 月 29 日(水) 午後 2 時 ｼﾃｨﾊｲﾂ西北入居者 大阪高裁 202 号法廷 報告集会：大阪弁護士会館 

9 月 11 日(金) 午前 11 時 15 分 Tn さん 大阪高裁 202 号法廷 報告集会：大阪弁護士会館 

※被災入居者に対する退居を求める行政による不当提訴を覚えて、傍聴等お支えください。 

※「有罪」の不当判決を受けた Yy さん、Nm さん他は最高裁での手続きを進めています。 

収入 支出 

項目 金額 項目 金額 

募金 4,999,131  見舞金（東北教区100万・東京教区千葉支区50万・ 神奈川教区50万） 2,000,000 

   救援物資（丸森町避難所、丸森こども園） 564,274 

   プール購入補助（丸森こども園） 1,000,000 

   繰越金 1,434,857 

合計 4,999,131  合計 4,999,131 
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2020年7月 豪雨災害 
被災者生活支援募金のお願い 

 
 

いつも兵庫教区被災者生活支援・長田センターの活動を覚えてお祈り、お支えくださり、ありが

とうございます。 

７月 3 日から降り続いた豪雨により、九州地方をはじめ各地で多くの方が被災されています。 

現時点(７月 8 日)の支援活動として、特に被害の大きな地域にある九州教区にお見舞金をお送りし

ました。また、熊本 YWCA を通して熊本県球磨郡球磨村や相良村の被災者の方々に、ニーズを確

認した非常食（アレルギーとハラル対応のもの）と消毒・清掃用の消毒液をお届けしました。今後

も各被災地のニーズを確認しつつ、被災者生活支援の働きを行っていきます。  

つきましては、そのための募金にご協力をくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

兵庫教区被災者生活支援 ・長田センター運営委員会 

 

目標額 特に定めず 

期  限 ２０21年3月末（被災地の状況によっては延期あり） 

募金先 郵便振替 ００９９０ - ２ - ２２０７９ 
「兵庫教区被災者生活支援・長田センター」 

※「2020豪雨」と明記ください。 

 

【下記の募金にも引き続きご協力をお願いします】 

・長田センター維持会費（個人１口 3,000 円、団体 1 口 5,000 円） 

・長田センター活動協力金 

・救援対策資金募金（様々な災害による被災者生活支援を行うための緊急一時立替え資金） 

・東日本大震災 被災者生活支援募金 

・2016 熊本・大分地震 被災者生活支援募金 

・2017 九州北部地方豪雨水害 被災者生活支援募金 

・2018 西日本豪雨・台風・胆振東部地震 被災者生活支援募金 

・2019 台風 15 号 19 号被災者生活支援募金 

・神戸市借上げ復興住宅問題 被災者生活支援募金 

・三宅島のこどもたち、飯舘村のこどもたちへプレゼントを届けるプロジェクト 

 

※各被災者生活支援募金は、原則として現地の方々にお届けする見舞金や物資等に用いるため、 

被災地訪問やボランティア派遣の経費、関連集会開催費等については、長田センターの活動費や

集会費から支出しており、長田センター維持会費と活動協力金がその主な原資となっています。

長田センターの働きも覚えてお支えいただければ幸いです。 
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生きている“被災者”にも心を向けて 
～神戸市・西宮市「借上復興住宅」強制退去問題～ 

佃 真人（長田センター運営委員/淡路三原伝道所） 

毎年 1 月 17 日、神戸市役所前では早朝から「１・17 追悼・連帯抗議の集い」がテントを設置

して実施され、たくさんの人がそこを通り過ぎて東遊園地の追悼行事に向います。いつも思うのは、

亡くなった人たちを思う東遊園地にはたくさん注目されるのに、今も生きて苦しむ被災者の訴えは

殆ど見向きもされません。特にマスコミは東遊園地に大勢いるのに、神戸市役所前には全く取材に

来ません。市民のいのちと暮らしを守るべき神戸市に「借上復興住宅」からの強制退去を求められ、

裁判で被告にされながら生きている人の必死の訴えが、なぜこんなにも取り上げられないのか。い

つも歯がゆい思いをしています。 

神戸市は、仮設住宅を解消する施策を急ぐため、復興住宅の不足分を民間等から借り上げて補い、

被災者に入居を勧めました。市職員から「悪いようにはしないから、入居してくれ」と勧められ、

終の住み家と信じて入居した被災者は少なくありません。ところが神戸市は、家主との賃貸契約期

限を理由にある日突然、「借上復興住宅」からの退去を求め、応じない人たちを次々に裁判にかけ

たのです。神戸市と交わした契約書に退去期限など全く書かれていない人もあり、殆どの人には寝

耳に水でした。多くが高齢化し、住み慣れた場所以外では生きていけないと訴えましたが、裁判所

にも聞き入れてもらえません。 

長田センターは、この神戸市による不当な「借上復興住宅」からの教勢退去問題に、“被災者連

絡会”や“被災地と被災者を考える懇談会”などと共に裁判支援を続けています。現在、最高裁で

の棄却が決定された方が 1 名、高裁で控訴中の方が 5 名、神戸地裁で審理中の方が 4 名で、西宮

市で同様の問題に訴えられている人を含めると、16 世帯 20 人の方が裁判にかけられている事に

なります。残念ながら、まるで被災者は“お上”の言うに黙って従えと言わんばかりの判決が続い

ています。長田センターが「吉山さんのキムチ」でお世話になった吉山隆生さんもその被害者のお

一人で、神戸地裁の不当判決に対する大阪高裁での控訴審判決を今年 1 月 30 日に控えています。

他の方々の裁判共々、ぜひともたくさんの方による裁判傍聴応援をお願いします。 

ニュース 
38 号 

〒658-0054 神戸市東灘区御影中町２‐３‐２３ 

      日本基督教団兵庫教区事務所内  

電話：078-385-1413  FAX：078-856-4128 

メール baabg703@ksj.biglobe.ne.jp 

郵便振替 ００９９０－２－２２０７９ 

口 座 名  兵庫教区 被災者生活支援･長田センター 
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昨年 12 月 24 日はＴさんの大阪高裁での結審に傍聴参加しました。私がキリスト教の牧師なの

を知る方たちからは、クリスマス前日に来て大丈夫かと心配されました。でもまさにクリスマスの

主は、泊まる場所すらない状況の中でこの世にお生れになった事を思い出しました。何不自由なく

住まいがある者と、大きな権力に住む所から追い立てられている人たちのどちらに、救い主はお生

れになるでしょうか。 

 

2019 年 台風 15 号・19 号 被災者生活支援活動 

2019 年の台風 15 号、19 号、その後の大雨によって各地で甚大な被害がありました。各教区

の関係者の方々を通して、また被災地を訪ねて、教団の教会を含めた地域の被災状況とニーズを確

かめつつ、被災者の方々に寄り添う取り組みを進めています。具体的には、被害の大きかった各教

区にお見舞金をお送りし、現地での支援活動に協力すると共に、避難所の方々への支援物資送付等

を行っています。以下に取り組みの概要をお知らせしますので、覚えてお祈りください。 

◎千葉・神奈川の被災教会・地域訪問 
2019 年 11 月 4 日（月）～5 日（火） 

報告：髙塚純平（長田センター運営委員/神戸教会） 

【山本光一さん(京葉中部教会)・寒河江健さん(四街道教会)より伺った支援活動について】 

○支援先：かにた婦人の村 

10 月より週に一回、5～6 名でかにた婦人の村にて活動。主な内容としては、道をふさぐ木々

の撤去や、災害ごみの片づけ等。現状は、10 月の活動によって道の確保が行われたところ。今後

は片づけによって出た災害ごみの処理が中心となる。 

○11 月以降も週一回の人を送る支援活動については継続。現在、安房文化遺産フォーラムという

NPO 法人の池田さんというかたとつながりが出来、支援活動を連携していくことが出来ないか模

索中。安房文化遺産フォーラムは地域とのつながりが強く、現在の支援の輪を広げていくことが出

来る可能性あり。 

現状としては、かにた婦人の村での活動は一度に 5～6 名程度の人数で足りる範囲であるが、活

動の範囲が広がった際には人材が必要になる。 

（その後、上記他の団体と連携して支援活動を行っていくことになったとのことです） 

【川崎戸手教会（孫 裕久さん）】 

台風 19 号による水害により、教会建物の２階床上１５センチまで浸水。１階天井に汚泥がたま

り、撤去が必要。その他も損傷が激しくすべてを改修することは困難。現在、新会堂建築を進めて

おり、来年度よりそちらに移行予定。そのため、残りの約半年間に地域センターの役割も担ってい

る現会堂をどうするか、協議が進められている。そこで礼拝が守られてきた意味、これまでの歩み
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について深くかかわることであるので、たくさんの意見

が交わされている。（川崎戸手教会のこれまでの歩みに

ついては、新会堂建築趣意書や教会 HP を参照。） 

○復旧、片づけ作業について 

天井裏の汚泥撤去や災害ごみの処理が課題として残

る。復旧片づけ作業については、横浜 YMCA が中心と

なって行っている。また水につかってしまい使うことの

出来なくなった聖書や讃美歌等も多くの寄付が集まり、

礼拝を守るのには問題はなくなった。オルガンも水につ

かり使えなくなったが複数の場所から寄付の話が

来ている。現状では受け入れることが出来ないた

め、新会堂が出来たときか、拠点を決めたときに

話を進める予定。 

片づけるための道具に関しては足りている状況。

今後の方針によって、会堂改修の必要性が出てき

た場合、資金が必要になる。 

【川崎教会（滝澤 貢さん）】 

台風１５号による大雨によって、園舎一階部分が床上浸水。一階園舎の２教室・廊下等の床板の

張替えが必要（経費として 100 万円超）。現状、教区からは見舞金として規定の 1 万円が支給。

幼稚園が学校法人であるが、現在行政からの補助は 19 号による被害を受けた施設が対象となって

おり、15 号は対象外で申請できず。神奈川教区では被害の大きかった複数の教会について、見舞

金以外の補助等について検討されている。 

【向河原教会・宿河原教会】 

 ご不在でお話は伺えなかったが、それぞれ床上浸水で大きな被害に遭われ、宿川原教会は改装・

改築の必要があるとのこと。 

 

◎宮城県丸森町    報告：東島勇人（長田センター運営委員長/兵庫松本通教会） 

町全体に甚大な被害のあった地域の一つである宮城県丸森町にニーズを確認して訪問し、避難所

の方々に日々の栄養補助食としての野菜ジュースと兵庫県南部大地震で被災された方が作られた

マグネット飾りをお届けしました。また、同町の２つのこども園から依頼のあったクリスマスの電

飾をお届けしました（神戸の兵庫県南部大地震被災者の方からの寄贈分も含む）。また、東北教区

センターで東北教区議長はじめ関係者の方々とお会いし、被害の大きかった福島県本宮教会を訪問

して信徒の方にお話を伺いました。 

丸森町の避難所の方々は、年末にようやく完成した仮設住宅や公営住宅(みなし仮設住宅)に入居

されましたが、町役場等を介してニーズを伺いつつ、防寒用具等をお届けすることも計画していま

す。また、２つのこども園のうちの一つは当面再開の目処がたたず、もう一つのこども園で一緒に

保育をされており、年末に園庭に仮設園舎を建てられたところです。仮設住宅から通っているこど
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もたちもおられます。水害により大きな被害に遭い、濁流と共に流れ込んできた放射性物質の影響

も懸念される中、このこどもたちにも寄り添っていきたいと願っています。今後は、その他の地域

も含めて地元の教区や市民団体等の方々と連携しつつ、中長期的な支援を続けていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理しきれない災害ゴミが被害の大きさを物語っています(左)。 

避難所の方々に年末の仮設住宅入居までの必要数をお届けした野菜ジュース(中)と、兵庫県南部大

地震により体育館での避難生活をされた神戸の教会の方からの手作りマグネット(右)。 

 

＜丸森のこども園からいただいたお手紙と写真＞ 

日本基督教団兵庫教区 

被災者生活支援・長田センター御中 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年は、思いがけない台風被害に遭い、本当に大変な状況となってしまいました。あれから間もなく３

カ月が経とうとしており、毎日の生活にも少しずつ落ち着きを取り戻しております。 

皆様からいただいた温かいご支援のおかげで、子ども達ばかりでなく、私たち職員も温かい気持ちで

日々の保育に従事することができました。 

サンタクロースやトナカイのイルミネーションが光ると、子ども達や保護者の方々からも、「かわいいね」

「きれいだね」と歓声が上がり、親子が笑顔で降園する様子が見られ、こちらもほのぼのとした気持ちに

なりました。クリスマスの季節は過ぎましたが、イルミネーションは冬の間飾らせていただきたいと思っておりま

す。ご親切なお心遣いに心より感謝致します。本当にありがとうございました。 

こちら丸森は、先日この冬初めての雪が降りました。これから本格的な冬になります。皆様も風邪など

引かぬようご自愛ください。 

末筆になりましたが、皆様の益々のご健勝をお祈りしております。 2020 年１月９日 

丸森ひまわりこども園長 佐藤 千賀子 

丸森たんぽぽこども園長 八島 都貴子 
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2018 年 西日本豪雨・胆振東部地震被災者生活支援活動 

◎西日本豪雨 
倉敷市真備町に拠点を設置し、「まびに くらしの ぬくもりを回復すること」を目的とし、日本

基督教団東中国教区、岡山キリスト災害支援室（岡キ災）、YMCA せとうちの加盟団体によって

2018 年 12 月に活動を開始された、「まびくら」の活動に協力しています。 

まびくらでは、傾聴・コミュニティ支援、生活支援、心のケアなど様々な活動を続けておられま

すが、1 月 18 日(土)には地域の方々と関係者によって餅つきが行われます。そこに兵庫教区から

も長田センター運営委員の市川 哲さん、龍野教会の車田誠司さんを派遣します。今後も、皆さま

からの献金と様々な行事への参加などを通して協力していきます。 

広島県呉市では、超教派の教会により支援活動が継続されており、西中国教区の支援委員会が長

田センターからの献金や物資の受け皿となってくださり、これに協力しています。昨年の各地での

台風災害以降、他団体がそちらの支援活動に移行していく中で、初期段階からかかわりのあった仮

設住宅・復興住宅の方々から断熱シートや給食サービスの依頼などが新たに寄せられており、それ

に対応されています。2 月 3 日(月)に委員が現地の超教派の牧師会に陪席し、現地のニーズや今後

の協力のあり方について伺う予定です。 

 

◎北海道胆振東部地震 
１月 10 日(金)、胆振東部地震被災地である札幌市清田区での支援活動の様子です。高齢者の多

い地域です。支援活動として、体操や編み物を続けてきました。今後は 3 月までの月に一度ずつ、

歌声カフェ＋お茶会を開催します。1 月は 60～80 代の方々が懐かしいと思うような歌を一緒に

歌い、お茶会の時間には「坊主めくり」やその他のカードゲームをして共に楽しみました。 

 「25 年前に兵庫県南部大地震を経験された兵庫教区が皆さんにぜひお菓子をとどけたいと差し

入れをしてくださいました」といただいたお菓子を紹介すると、「兵庫県の皆さんが･･･」「ほんと

にありがたい」と言ってくださいました。兵庫教区の皆さまのお気持ちに心より感謝いたします！ 

北海教区幹事 小西陽祐 

＜写真左から体操、お茶会、兵庫教区の「互助」せんべいと神戸のお菓子２種＞ 

※まびくらや北海教区のブログに活動の様子が掲載されていますのでご覧ください。 
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三宅島の子どもたちへクリスマスプレゼントを届けるプロジェクト 
 

2000 年の噴火で全島避難を強いられた三宅島の子どもたち一人一人に毎年プレゼントをお届

けしています。今回は 2020 年の干支ネズミの親子の組み木、丹波篠山市後川のハゼトウモロコ

シ、そして各学校に 1 台ずつ新しいポップコーンマシーンをお届けしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三宅村立 

みやけ保育園 

三宅村立 

三宅小学校 

三宅村立 

三宅中学校 

東京都立 

三宅高等学校 

生徒数 61 名 78 名 29 名 20 名 

 

飯舘村の子どもたちへクリスマスプレゼントを届けるプロジェクト 
 

原発事故の被害に遭った福島県飯舘村の子どもたち一人一人に、2020 年の干支ネズミの親子の

組み木をお届けしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 飯舘村立 

までいの里のこども園 

飯舘村立 

草野・飯樋・臼石小学校 

飯舘村立 

飯舘中学校 

生徒数 49 名 30 名 35 名 
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東電強制裁判 控訴審への支援をお願いします。 
特に首都圏へのアピールが不可欠です。 

                      市川 哲（長田センター運営委員/芦屋岩園教会） 

 昨年 9 月 19 日、東京地裁での東電旧経営陣 3 名を被告とした強制裁判 1 審にて、被告全員無

罪という判決が下されました。 

 東電経営陣は、遅くとも 2008 年時点で福島第 1 原発防潮堤を越える津波が襲来する可能性が

あることを知っていたにもかかわらず、原子炉停止も防潮堤かさ上げ工事も、また事故に備えた非

常電源の津波浸水予想場所から移動させませんでした。対策を怠ったまま 3 年後の重大事故を迎え

たことについて、判決では、対策を行なう時間がなかったとして｢予見可能性なし｣という判断を下

しました。 

法律の専門家からも多くの疑義が出ている、この 1 審判決をそのままに確定させることは、東電

に事故責任なしと国が認定することです。これは原発事故の被害者の人権を著しく損ない、被害の

補償を受け難くすることにつながります。納得のいくものでなく、許してはなりません。 

兵庫教区では、１審判決前の 8 月 29 日に、福島原発告訴団「団長」であり東電刑事告発裁判の

「副団長」の武藤類子さんをお招きし、「『絶望』も、私たちの手に取り戻す」と題しての講演会を

行いました。また、福島から三木に避難され、福島原発に加えて関西各地の原発反対運動にもかか

わっておられる菅野みずえさんをお招きし、12 月 3 日に『福島原発刑事訴訟報告会』を行ないま

した。それぞれの生活と取り組みの中からの言葉を聞き、前段の思いを更に強くさせられました。 

原発事故被災者か結成した｢福島原発告訴団｣および｢福島原発刑事訴訟支援団｣は、2 月 24 日に

東京で『東電刑事裁判 控訴審の勝利をめざす集会』を開催します。 

弁護団によれば、｢今春開かれるだろう、控訴審第 1 回公判にどれだけ多くの人が傍聴券を求め

て詰めかけるかが、裁判所に対して強制裁判への世論の高ま

りをアピールできる最大の機会。傍聴者が少なければ、裁判

が実質審理なしに結審してしまうことが心配される｣とのこ

とです。兵庫等、遠隔地から大勢の人々が公判に駆け付ける

ことは非常に難しいので、東京高裁に足を運びやすい、首都

圏で関心を持つ人を増やすことが絶対に必要です。 

『東電刑事裁判 控訴審の勝利をめざす集会』では、裁判

支援についてのアピールがなされます。もちろん兵庫からの

参加も大切ですが、それに加えて、首都圏の在住者への働き

かけが是非とも必要です。 

どうぞ首都圏の関係・知人の方々に、2 月 24 日『めざす

集会』をお知らせ頂き、少しでも多くの参加者があるよう、

皆さまのご協力をぜひともお願いいたします。 
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募金にご協力をお願い致します 
 

いつも兵庫教区被災者生活支援・長田センターの活動を覚えてお祈りお支えくださり、ありがと

うございます。 

2019 年の台風 15 号 19 号による被災者生活支援募金には、兵庫教区の教会/伝道所をはじめ

全国各地から 2,729,838 円（それぞれ 1 月 10 日現在）の献金をお献げいただき、心より感謝

いたします。 

これまでに、特に教団関係の教会/伝道所の被害が大きく、かつ地域の被災者支援活動も行って

おられる東北教区、東京教区千葉支区、神奈川教区にお見舞金をお送り、お渡しし、宮城県丸森町

の避難所やこども園へ支援物資をお届けしました。今後も各被災地のニーズを確認しつつ、被災者

生活支援の働きのために用いさせていただきますので、募金へのご協力をお願い致します。 

加えて、下記に記しました他の災害被災地の被災者生活支援募金等にも引き続きご協力ください

ますようお願い致します。 

尚、各被災者生活支援募金は、原則として現地の方々にお届けする見舞金や物資等に用いるため、

被災地訪問やボランティア派遣の経費、関連集会開催費等については、長田センターの活動費や集

会費から支出しています。その主な原資となる長田センター維持会費と活動協力金が不足していま

すので、長田センターの働きを継続していくための募金も覚えてお支えいただければ幸いです。 

今後も、被災地の方々の思いとニーズに聴くことを大切に、顔の見える関係を築きつつ、被災者

に直接届く支援を中長期的に行っていく所存です。引き続きお祈りに覚えてお支えくださいますよ

う、お願い致します。 

 募金先 郵便振替 ００９９０－２－２２０７９ 

    「兵庫教区 被災者生活支援・長田センター」 
        ※下記のいずれかを明記ください。 

 

【下記の募金に引き続きご協力をお願いします】 

・長田センター維持会費（個人１口 3,000 円、団体 1 口 5,000 円） 

・長田センター活動協力金 

・救援対策資金募金（様々な災害による被災者生活支援を行うための緊急一時立替え資金） 

・東日本大震災 被災者生活支援募金 

・2016 熊本・大分地震 被災者生活支援募金 

・2017 九州北部地方豪雨水害 被災者生活支援募金 

・2018 西日本豪雨・台風・胆振東部地震 被災者生活支援募金 

・2019 台風 15 号 19 号被災者生活支援募金 

・神戸市借上げ復興住宅問題 被災者生活支援募金 

・三宅島のこどもたち、飯舘村のこどもたちへプレゼントを届けるプロジェクト 



( 1 ) 2020.3 兵庫教区震災ニュース 第 38号 

 

 

「
追
悼
」
と
い
う
こ
と 

兵
庫
教
区
阪
神
・
淡
路
大
震
災
対
策
特
設
委
員
会
委
員 

木
村
知
樹 

 

 

毎
年
、「
兵
庫
県
南
部
大
地
震
記
念

の
日
追
悼
礼
拝
」の
こ
と
を
考
え
は
じ

め
る
と
き
、
震
災
対
策
委
員
会
で
は
、

「
追
悼
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
い
に
な
り
ま
す
。
た
だ
日
程
と
会
場
、

説
教
者
を
検
討
す
る
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
追
悼
」
と
い
う
こ
と
を
盛

り
込
む
礼
拝
を
果
た
し
て
わ
た
し
た

ち
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
す

る
に
足
る
存
在
で
あ
る
の
か
、
普
段
か

ら
そ
れ
だ
け
の
働
き
を
、
生
き
方
を
し

て
い
る
の
か
…
…
と
自
ら
を
省
み
る

の
に
二
、
三
回
の
委
員
会
を
使
い
ま
す
。 

最
初
の
こ
ろ
は
、
こ
の
礼
拝
も
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
全
逝
去
者
記
念
礼
拝
」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。逝
去
者
の
方
々

を
「
記
念
」
を
す
る
の
だ
、
と
。
そ
れ

も
関
係
者
だ
け
で
な
く
「
全
」
逝
去
者

を
。
そ
こ
に
は
、
当
初
の
委
員
た
ち
の

思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
議
論

を
続
け
、
こ
だ
わ
っ
て
銘
打
っ
た
よ
う

で
す
。「
兵
庫
県
南
部
大
地
震
記
念
の

日
追
悼
」
と
い
う
名
前
に
変
え
る
の
に

も
相
当
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
全
逝
去
者
記
念
」
と

「
兵
庫
県
南
部
大
地
震
記
念
の
日
追

悼
」
と
は
、
や
は
り
中
身
も
違
っ
て
き

ま
す
。
「
毎
年
の
恒
例
」
と
は
と
ら
え

ず
、
委
員
会
は
そ
の
準
備
に
い
ろ
ん
な

思
い
を
込
め
て
い
る
つ
も
り
で
す
。 

今
年
は
、
五
百
井
正
浩
さ
ん
に
礼
拝

説
教
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
五
百
井
さ

ん
に
つ
い
て
は
、呼
び
か
け
文
で
こ
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
２
０
２
０
年
１
月
１
７
日
（
金
）、

兵
庫
教
区
の
追
悼
礼
拝
に
あ
た
り
、
五

百
井
正
浩
さ
ん
（
真
宗
大
谷
派
・
玉
龍

寺
住
職
）
に
、
説
教
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
五
百
井
正
浩
さ
ん

と
真
宗
大
谷
派
は
、
兵
庫
県
南
部
大
地

震
に
あ
た
り
、
宗
派
内
に
も
多
く
の
被

災
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
宗
派
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広

く
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
の

働
き
を
担
わ
れ
た
の
が
、
五
百
井
正
浩

さ
ん
で
あ
り
玉
龍
寺
で
す
。
そ
の
働
き

は
、
一
言
で
い
っ
て
、
宗
派
、
個
人
に

閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
そ
の
地
域
社
会

の
困
難
を
一
緒
に
歩
ん
で
引
き
受
け

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
、
須

磨
区
下
中
島
公
園
に
避
難
し
て
い
る

人
た
ち
の
支
援
で
あ
り
、
同
時
に
五
百

井
正
浩
さ
ん
の
玉
龍
寺
は
、
そ
の
懐
の

深
さ
に
お
い
て
、
被
災
者
、
被
災
地
を

訪
れ
る
人
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
は
、
そ
の
後
起

こ
り
続
け
て
い
る
自
然
災
害
に
お
い

て
も
、
取
り
組
み
と
な
っ
て
今
も
続
い

て
い
ま
す
」。 

そ
の
五
百
井
さ
ん
が
、
説
教
の
冒
頭

で
、「
本
日
の
行
事
の
名
称
が
『
兵
庫

県
南
部
大
地
震
記
念
の
日
追
悼
礼
拝
』

と
、こ
の
名
称
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
と

考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
察
い
た

し
ま
す
。『
慰
霊
』で
は
な
く
『
追
悼
』、

こ
の
言
葉
の
選
択
だ
け
で
本
日『
身
を

運
ぼ
う
』
と
思
い
ま
し
た
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
を
思
わ

さ
れ
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
話
し
合
う

べ
き
課
題
で
す
。 
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「
兵
庫
県
南
部
大
地
震
記
念
の
日
」
追
悼
礼
拝
（
二
〇
二
〇
年
一
月
一
七
日
） 

説
教
「
私
が
絶
望
し
て
も 

私
を
見
捨
て
な
い
者
が
在
る
」 

五
百
井
正
浩
（
真
宗
大
谷
派
玉
龍
寺
住
職
） 

 B
u
d
d
h
aṃ

 sara
ṇ
aṃ

 g
acch

ām
i 

ブ
ッ
ダ
ン 

サ
ラ
ナ
ン 

ガ
ッ
チ

ャ
ー
ミ 

D
h
am

m
aṃ

 saraṇ
aṃ

 g
acch

ām
i 

ダ
ン
マ
ン 

サ
ラ
ナ
ン 

ガ
ッ
チ

ャ
ー
ミ 

S
an

g
h
aṃ

 saraṇ
aṃ

 g
acch

ām
i 

サ
ン
ガ
ン 

サ
ラ
ナ
ン 

ガ
ッ
チ

ャ
ー
ミ 

（
三
帰
依 

パ
ー
リ
語
文
） 

こ
ん
ば
ん
は
。
先
ほ
ど
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
五
百
井
と
申
し
ま

す
。 先

ず
、
兵
庫
県
南
部
大
地
震
で
残

念
に
も
今
生
で
の
お
別
れ
を
な
さ

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
ま
だ
ま
だ
困
難
な
生
活

を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
は
、
兵
庫
県
南
部
大
地
震
か

ら
四
半
世
紀
の
記
念
の
日
に
ご
案

内
い
た
だ
き
ま
し
て
、
驚
嘆
し
て
い

る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
兵
庫
県
南

部
大
地
震
発
災
か
ら
多
く
の
キ
リ

ス
ト
教
関
係
者
と
知
り
合
い
に
な

り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
言

動
か
ら
、
存
在
そ
の
も
の
か
ら
、
私

自
身
が
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ

き
、
ま
た
温
か
な
刺
激
を
頂
戴
し
て

い
る
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
故
、

本
日
の
お
話
の
ご
案
内
を
い
た
だ

い
た
時
、
「
お
断
り
す
る
」
と
い
う

選
択
肢
は
最
初
か
ら
私
の
中
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私
は
仏
教
徒
で
す
の
で
、
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
く
中
で
初
め
て
聴
く

言
葉
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
キ
リ

ス
ト
教
と
は
意
味
が
違
う
言
葉
、
ま

た
キ
リ
ス
ト
教
と
は
解
釈
が
違
う

事
柄
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
共

感
で
き
る
こ
と
、
違
い
を
認
め
合
え

る
も
の
、
様
々
お
感
じ
に
な
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
何
か
一
つ
で
も
気

づ
き
や
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら

ば
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。 

本
日
の
行
事
の
名
称
が
「
兵
庫
県

南
部
大
地
震 

記
念
の
日 

追
悼

礼
拝
」
と
、
こ
の
名
称
だ
け
で
も
い

ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

と
推
察
い
た
し
ま
す
。 

「
慰
霊
」
で
は
な
く
「
追
悼
」
、

こ
の
言
葉
の
選
択
だ
け
で
本
日
「
身

を
運
ぼ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。 

「
追
悼
」
と
似
た
言
葉
に
「
哀
悼
」

と
か
「
追
弔
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
「
哀
悼
」
に
は
故
人
の
死
を

あ
わ
れ
み
、
悲
し
む
と
い
う
意
味
が

あ
る
の
に
対
し
、
「
追
弔
」
は
個
人

の
生
前
を
し
の
び
、
死
を
悲
し
む
こ

と
。
「
追
悼
」
は
故
人
の
生
前
の
姿

を
た
ど
り
な
が
ら
そ
の
死
を
悲
し

む
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
意
味
で
、
本
日
「
追
悼
」
と

い
う
言
葉
を
選
択
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
兵
庫
県
南
部
大
地
震
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
故
人
の
生

前
の
姿
を
た
ど
り
な
が
ら
そ
の
死

を
悲
し
む
と
い
っ
た
意
味
で
の
礼

拝
だ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

私
が
キ
リ
ス
ト
教
会
と
初
め
て

出
会
っ
た
の
は
、
私
が
生
ま
れ
育
っ

た
町
内
に
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
播

磨
新
宮
教
会
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ

を
会
場
に
夏
休
み
に
行
わ
れ
て
い

た
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
て
い
た

の
が
初
め
だ
と
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。 内

面
的
に
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
、

と
て
も
驚
い
た
出
来
事
の
一
つ
が
、

も
う
四
〇
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す

が
、
神
戸
中
央
合
唱
団
さ
ん
が
演
奏

さ
れ
た
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
未

完
成
オ
ラ
ト
リ
オ
「
ク
リ
ス
ト
ゥ

ス
」
を
聴
い
て
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
の

物
語
を
表
現
す
る
音
楽
に
衝
撃
を

受
け
た
こ
と
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ほ

う
が
お
詳
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
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未
完
成
と
つ
い
て
い
る
の
は
「
キ
リ

ス
ト
の
降
誕
」
、「
イ
エ
ス
の
受
難
」

を
作
曲
し
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

早
逝
に
よ
っ
て
、
「
復
活
と
昇
天
」

の
完
成
が
阻
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。
テ
ノ
ー
ル
ソ
ロ
が
福
音
史

家
、
合
唱
が
群
集
を
担
当
し
、

K
reu

zig
e 

K
reu

zig
e 

K
reu

zig
e 

 

ih
m

「
十
字
架
に
つ
け
よ
！
」
と
、

そ
し
て
場
面
が
変
わ
り
、
イ
エ
ス
の

言
葉Ih

r 
T

o
ch

ter 
Z

io
n
s, 

W
ein

t 

u
b
er 

eu
ch

 
selb

st 
u
n
d
 

u
b
er 

eu
re 

K
in

d
er

「
シ
オ
ン
（
聖
書
で
は
エ
ル

サ
レ
ム
）
の
娘
た
ち
よ
、
汝
ら
自
身

と
汝
ら
の
子
の
た
め
に
泣
け
」
が
コ

ー
ラ
ス
で
歌
わ
れ
る
。
こ
の
叙
事
的

で
物
語
性
の
あ
る
歌
詞
を
、
あ
と
で

歌
う
こ
と
に
な
り
レ
コ
ー
ド
を
購

入
し
て
聴
い
た
演
奏
は
ド
イ
ツ
語

で
し
た
が
、
日
本
語
で
歌
わ
れ
る
神

戸
中
央
合
唱
団
の
歌
声
が
今
で
も

よ
み
が
え
り
ま
す
。 

二
〇
〇
四
年
に
発
災
し
た
ス
マ

ト
ラ
沖
大
地
震
。
大
津
波
で
二
二
万

人
の
犠
牲
者
が
出
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
震
源
近
く
の
シ
ム
ル
島
で
亡
く

な
ら
れ
た
の
は
人
口
約
七
万
八
千

人
中
七
人
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

一
〇
〇
年
前
の
津
波
の
教
訓
を
島

の
言
葉
で
津
波
を
意
味
す
る
歌
「
ス

モ
ン
」
で
伝
承
し
て
き
た
か
ら
だ
そ

う
で
す
。 

ま
た
本
日
の
式
典
中
は
、
素
晴
ら

し
い
賛
美
歌
に
触
れ
ま
し
た
。
音
楽

は
、
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
政
治
信

条
・
年
代
・
場
所
を
超
え
て
触
れ
合

え
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
素
晴
ら

し
い
表
現
方
法
で
す
ね
。 

そ
ん
な
中
、
本
日
「
今
、
い
の
ち

に
目
覚
め
る
と
き
」
と
い
う
仏
教
讃

歌
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
の

仏
教
讃
歌
は
、
明
治
期
に
入
り
、
キ

リ
ス
ト
教
の
讃
美
歌
に
刺
激
さ
れ

て
西
洋
音
楽
を
導
入
し
、
仏
教
讃
歌

か
ら
オ
ペ
ラ
や
交
響
曲
に
ま
で
展

開
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
「
今
、

い
の
ち
に
目
覚
め
る
と
き
」
は
今
か

ら
九
年
前
、
東
日
本
大
震
災
発
災
の

年
に
発
表
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い

曲
で
す
。
実
は
今
日
の
講
題
「
私
が

絶
望
し
て
も 

私
を
見
捨
て
な
い

者
が
在
る
」
は
こ
の
「
今
、
い
の
ち

に
目
覚
め
る
と
き
」
の
三
番
の
歌
詞

か
ら
と
っ
た
も
の
な
ん
で
す
。 

今
日
の
追
悼
礼
拝
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
こ
の
歌
の
歌
詞
が
載
っ
て
お

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
見
て
み
ま
し
ょ

う
。 「

心
が
深
く
負
う
傷
は 

す
ぐ

に
癒
え
な
い
け
れ
ど 

そ
の
悲
し

み
の
淵
か
ら 

私
に
呼
び
か
け
る

も
の
が
あ
る 

あ
な
た
は
あ
な
た

で
よ
い
の
だ
と 

気
づ
い
た
と
き

か
ら
生
き
ら
れ
る 

こ
の
か
け
が

え
の
な
い
私
に 

い
の
ち
が
今
、
き

ら
め
く
」 

こ
れ
は
、
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が

れ
、
自
分
自
身
を
見
失
う
ほ
ど
の
心

の
傷
を
負
っ
た
者
が
、
仏
様
の
い
の

ち
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
あ
る
が

ま
ま
の
自
分
に
目
覚
め
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。  

私
が
お
預
か
り
し
て
い
る
お
寺

で
は
、
兵
庫
県
南
部
大
地
震
で
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
当
時
小
学
五

年
生
の
男
の
子
の
お
骨
を
お
預
か

り
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
も
当
時
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
少
年
野
球
の
チ
ー

ム
メ
イ
ト
、
当
時
の
担
任
の
教
師
な

ど
が
次
つ
ぎ
に
お
参
り
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
一
・
一
七
の
前
後

だ
け
で
な
く
毎
月
お
参
り
に
こ
ら

れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
い
つ
も
丁

寧
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
っ
て

か
ら
来
ら
れ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、

親
御
さ
ん
は
日
時
を
ず
ら
し
て
来

ら
れ
る
ん
で
す
。
ず
っ
と
、
な
ぜ
な

ん
だ
ろ
う
？ 

と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
先
日
初
め
て
お
尋
ね
し
て
み

た
ん
で
す
ね
。
す
る
と
「
親
に
と
っ

て
は
、
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
は
小
学

生
の
ま
ま
の
子
ど
も
だ
。
そ
の
後
、

成
人
式
を
迎
え
、
結
婚
し
、
子
ど
も

が
で
き
た
同
級
生
と
は
会
い
た
く

な
い
」
と
言
わ
れ
る
。 

そ
ん
な
心
情
の
親
御
さ
ん
に
、
私

た
ち
が
何
を
言
っ
て
も
慰
め
に
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
息
子
さ
ん
の
た

め
に
お
参
り
に
来
ら
れ
て
い
る
成

人
し
た
息
子
さ
ん
の
友
人
た
ち
の

存
在
は
、
意
に
反
し
て
子
ど
も
を
亡

く
さ
れ
た
ご
両
親
の
悲
し
み
を
、
さ

ら
に
増
幅
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
自
身
の
は
か
ら
い
で

は
ど
う
に
も
で
き
な
い
悲
し
い
現

実
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
誠
意
や
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努
力
と
い
う
こ
と
で
は
間
に
合
わ

な
い
、
人
間
と
は
そ
う
し
た
ど
う
し

よ
う
も
な
い
悲
し
み
を
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と

を
思
い
知
り
ま
し
た
。 

子
ど
も
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
が
、

そ
の
悲
し
い
経
験
を
御
縁
と
し
て
、

自
ら
の
歩
み
を
確
か
な
も
の
へ
と

転
じ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
。 

ま
だ
、
震
災
は
続
い
て
い
る
の
で

す
。
先
日
、
神
戸
市
長
は
「
一
〇
〇
％

復
興
し
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
が
、

ご
遺
族
に
と
っ
て
風
化
は
な
い
ん

で
す
。 

お
参
り
に
来
ら
れ
た
方
に
お
話

を
伺
う
と
、
「
理
不
尽
な
出
来
事
で

命
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

た
だ
祈
る
、
た
だ
念
じ
る
、
た
だ
手

を
合
わ
す
、
た
だ
手
を
組
む
こ
と
だ

け
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
言

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
自
分
の
子
ど
も
が
今
小
学
五
年

生
、
彼
の
亡
く
な
っ
た
年
齢
。
『
こ

ん
な
若
く
て
亡
く
な
っ
た
の
か
』
と

思
う
と
同
時
に
、
親
御
さ
ん
の
気
持

ち
も
少
し
は
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
。
ま
た
あ
る
方
は

「
彼
の
追
弔
と
と
も
に
自
分
自
身

が
現
実
を
受
け
止
め
、
納
得
す
る
た

め
に
、
ま
た
彼
は
そ
の
日
ま
で
生
き

た
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
出
会
い
直

す
た
め
に
、
念
じ
祈
っ
て
い
る
ん
で

す
。
こ
こ
は
そ
ん
な
時
間
と
空
間
な

ん
で
す
」
と
。
「
追
弔
と
は
何
だ
ろ

う
か
」
と
改
め
て
考
え
、
自
分
の
傍

ら
に
あ
る
小
さ
な
信
頼
で
き
る
人

間
と
の
関
係
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

私
た
ち
が
抱
く
感
情
の
中
で
、
最

も
抑
え
ら
れ
な
い
も
の
は
怒
り
の

感
情
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
も
生
き
て
い
く
中
で
、
理
不
尽

な
結
果
に
対
し
て
は
ど
う
に
も
我

慢
が
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
私

は
い
つ
も
正
し
い
側
に
居
ま
す
し
、

怒
り
の
対
象
は
常
に
悪
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
い
く
ら
誰
か
を

憎
ん
で
も
、
私
の
心
は
晴
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

で
は
、
「
今
、
い
の
ち
に
目
覚
め

る
と
き
」
の
二
番
の
歌
詞
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。 

「
ど
う
に
も
抑
え
ら
れ
な
い 

憎
し
み
は
あ
る
け
れ
ど 

ふ
る
え

る
思
い
の
中
か
ら 

私
に
問
い
か

け
る
も
の
が
あ
る 

あ
な
た
自
身

は
ど
う
な
の
か
と 

問
わ
れ
た
と

き
か
ら
生
き
ら
れ
る 

こ
の
か
け

が
え
の
な
い
私
に 

い
の
ち
が
今
、

と
き
め
く
」 

仏
教
で
は
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
カ

ッ
と
な
っ
た
り
、
む
か
つ
い
た
り
す

る
怒
り
の
心
を
「
瞋
恚
（
し
ん
い
）
」

と
言
い
ま
す
。 

 

し
か
し
怒
り
は
人
間
の
感
情
と

し
て
誰
に
で
も
起
こ
る
こ
と
で
す
。

我
慢
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

藤
元
正
樹
さ
ん
と
い
う
僧
侶
が

「
怒
り
も
て
ま
こ
と
を
求
め
る
」
と

い
う
言
葉
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
怒
り
を
忘
れ
た
慈
悲
心
、
怒
り
な

き
信
仰
は
無
性
格
で
あ
り
、
そ
こ
に

何
ら
の
行
証
（
修
行
と
さ
と
り
）
は

な
い
。
純
粋
な
憤
怒
の
言
葉
が
、
そ

れ
が
信
仰
で
あ
る
」
と
言
っ
て
お
ら

れ
る
ん
で
す
ね
。
ま
た
僧
侶
の
兪
渶

子
さ
ん
は
「
慈
悲
あ
り
、
悲
し
み
あ

る
『
怒
り
』
は
人
と
つ
な
が
れ
る
。

慈
悲
あ
り
、
怒
り
あ
る
『
悲
し
み
』

は
諦
め
を
生
ま
な
い
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。 

震
災
は
自
然
が
も
た
ら
し
た
不

幸
で
あ
り
、
ど
こ
に
怒
り
を
ぶ
つ
け

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
他
の
こ
と
、
復
興
施
策
の
枠
か

ら
は
み
出
た
方
の
苦
悩
は
、
人
間
が

も
た
ら
し
た
不
幸
で
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
た
だ
感
情
的
に
怒
る
の
で

は
な
く
、
慈
悲
と
悲
し
み
と
が
リ
ン

ク
す
る
怒
り
は
、
人
と
繋
が
れ
る
し
、

あ
き
ら
め
を
生
ま
な
い
。
怒
り
は
人

間
に
は
な
く
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
な
ん
で
す
。 

こ
の
怒
り
に
つ
い
て
、
思
い
出
す

の
は
あ
し
な
が
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ

ス
の
事
で
す
。
こ
こ
は
、 

あ
し
な

が
育
英
会
が
運
営
す
る
、
親
を
亡
く

し
た
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
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で
す
。
あ
し
な
が
育
英
会
は
、
も
と

も
と
は
交
通
事
故
で
、
今
で
は
病
気
、

災
害
、
自
殺
な
ど
で
親
を
亡
く
し
た

子
ど
も
達
や
、
親
が
重
度
後
遺
障
害

で
働
け
な
い
家
庭
の
子
ど
も
達
を

物
心
両
面
で
支
え
る
民
間
非
営
利

団
体
で
す
。
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金

や
助
成
金
は
受
け
ず
、
全
て
寄
付
金

で
運
営
し
て
い
ま
す
。 

あ
し
な
が
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス

は
、
遺
児
た
ち
が
安
全
な
場
所
で
、 

安
心
し
て
悲
し
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
感
情
を
出
せ
る
よ
う
に
様
々
な

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。  

「
火
山
の
部
屋
」
に
は
ボ
ク
シ
ン

グ
の
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
グ
ロ
ー
ブ

が
置
い
て
あ
り
、
怒
り
を
思
い
っ
き

り
爆
発
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
に
「
お
し
ゃ
べ
り
の
部
屋
」
「
ア

ー
ト
の
部
屋
」
「
お
も
い
の
部
屋
」

「
遊
び
の
部
屋
」
が
あ
り
、
心
の
状

態
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
は
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
料
理
を
し
た
り
、

考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
こ
に
は
、
様
々
な
感
情
を
だ
さ

せ
る
様
々
な
工
夫
だ
け
で
な
く
、
心

の
支
え
三
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。 

第
一
に
「
つ
な
が
り
の
感
情
」
、

同
じ
遺
児
同
志
だ
か
ら
つ
な
が
り

を
感
じ
や
す
い
。
そ
れ
は
子
ど
も
た

ち
の
精
神
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

第
二
に
「
成
長
の
モ
デ
ル
」
、
こ

こ
に
来
た
時
、
す
で
に
遺
児
の
先
輩

が
お
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
目
標
を

も
っ
て
生
き
て
い
く
意
欲
を
呼
び

起
こ
し
続
け
て
く
れ
る
。 

第
三
に
「
大
き
な
生
甲
斐
」
、
あ

と
か
ら
来
る
遺
児
た
ち
に
世
話
を

し
て
あ
げ
る
事
で
、
生
き
て
い
る
意

味
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。 

あ
し
な
が
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス

は
私
に
支
援
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
会
で
も
あ
り
ま
す
。 

次
に
本
日
の
講
題
と
な
っ
た
歌

詞
が
あ
る
三
番
目
の
歌
詞
で
す
。 

「
辛
い
涙
に
暮
れ
る
日
は 
決

し
て
尽
き
な
い
け
れ
ど 

私
が
絶

望
し
て
も 

私
を
見
捨
て
な
い
も

の
が
あ
る 

私
を
生
か
す
は
た
ら

き
に 

目
覚
め
た
と
き
か
ら
生
き

ら
れ
る 

こ
の
か
け
が
え
の
な
い

私
に 

い
の
ち
が
今
、
か
が
や
く 

い
の
ち
が
今
、
か
が
や
く
」 

こ
れ
は
、
絶
望
感
か
ら
生
き
る
気

力
を
な
く
し
た
者
に
、
仏
様
が
真
に

生
き
る
力
と
な
っ
て
働
く
と
い
う

も
の
で
す
。
全
て
の
悩
め
る
人
々
を

救
お
う
と
す
る
仏
様
の
大
い
な
る

慈
悲
の
世
界
を
描
い
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
人
間
が
一
番
考
え
深

く
な
る
の
は
、
人
の
死
に
出
遭
っ
た

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
身

内
の
死
は
、
私
達
が
普
段
の
生
活
の

中
で
忘
れ
て
い
る
厳
粛
な
死
と
い

う
事
実
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
仏
教
で
は
、
生
老
病
死
と
い

う
四
つ
の
苦
し
み
と
し
て
人
間
の

生
存
を
捉
え
ま
す
。
決
し
て
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
生
老
病
死

の
事
実
を
、
亡
き
人
は
身
を
も
っ
て

示
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
が
真
実
の
教
え
に
出
遇
う
事
の

で
き
る
大
切
な
御
縁
に
な
り
ま
す
。

私
達
は
ま
さ
に
人
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
、
私
を
生
か
す
働
き
に
目
覚

め
る
事
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 お

釈
迦
さ
ま
は
、
こ
の
世
の
真
実

の
相
（
す
が
た
）
は
無
常
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

『
諸
行
無
常
の
教
え
』
、「
諸
行
」

は
、
つ
く
り
、
つ
く
ら
れ
た
も
の
。

自
分
の
心
の
思
い
も
建
物
も
、
つ
く

り
、
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
い
う
意
味

で
す
。
「
無
常
」
と
い
う
の
は
、
永

遠
で
は
な
い
。
「
無
常
」
と
聞
く
と

何
か
「
儚
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

感
じ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
そ
れ
と
同
時
に
「
希
望
」
で
あ

る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
気
づ
き
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
お
一
人
が
村
上
春
樹
さ
ん
で

す
。
彼
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
浄
土

真
宗
の
お
坊
さ
ん
な
ん
で
す
よ
ね
。

お
父
さ
ん
は
確
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系

の
六
甲
学
院
の
先
生
を
さ
れ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
こ
の
彼
が
ス
ペ
イ
ン

の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
国
際
賞
を
受

賞
さ
れ
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
た
ん

で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
ま
す
。 

「
わ
れ
わ
れ
は
、
無
常
と
い
う
、

移
ろ
い
、
は
か
な
い
世
界
に
生
き
て

い
ま
す
。
大
き
な
自
然
の
前
で
は
、

人
は
無
力
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
と

同
時
に
、
滅
び
た
も
の
に
対
す
る
敬

意
と
、
そ
の
よ
う
な
危
機
に
満
ち
た
、

も
ろ
い
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
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で
も
な
お
生
き
生
き
と
生
き
続
け

る
こ
と
へ
の
静
か
な
決
意
、
そ
う
い

っ
た
前
向
き
の
精
神
性
も
、
わ
れ
わ

れ
に
は
備
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
」
。  

無
常
と
い
う
の
は
、
常
が
な
い
、

ず
っ
と
同
じ
状
態
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
儚
い
だ
け
で
は
な
い

ん
で
す
。
ず
っ
と
同
じ
状
態
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
今
が
と
て
も
つ

ら
く
て
も
、
同
じ
状
態
で
は
な
い
わ

け
で
す
か
ら
、
無
常
は
希
望
で
あ
っ

て
、
ど
ん
な
闇
に
も
、
き
っ
と
ま
た

光
が
差
し
て
く
る
。
こ
う
い
う
ふ
う

に
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
と

受
け
止
め
た
わ
け
で
す
。
今
が
、
底

で
あ
っ
て
、
支
え
合
え
ば
必
ず
ま
た

復
興
で
き
る
。
無
常
は
、
は
か
な
い

こ
と
だ
け
で
な
く
、
希
望
で
も
あ
る

ん
だ
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
今
、
受

け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の

中
に
は
、
会
社
や
学
校
の
人
間
関
係

に
悩
み
、
憂
鬱
な
朝
を
迎
え
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

抜
き
差
し
な
ら
な
い
問
題
を
抱
え

て
、
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
方
も
き

っ
と
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
い

は
目
が
醒
め
た
時
、
今
日
の
命
が
あ

る
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
さ
れ
た
方

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
悩
み
が

多
い
だ
け
、
苦
し
み
が
深
い
だ
け
、

悲
し
み
が
大
き
い
だ
け
、
決
し
て
見

捨
て
な
い
と
い
う
い
の
ち
の
願
い

が
あ
な
た
に
働
き
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
い
の
ち
に
目
覚
め
る
今
、
人
生
で

最
も
輝
く
瞬
間
（
と
き
）
を
生
き
て

い
る
ん
で
す
。 

み
な
さ
ん
の
中
に
は
大
切
な
家

族
や
友
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
体
験

や
実
感
と
し
て
の
死
は
、
テ
レ
ビ
で

見
る
死
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

心
に
大
き
な
穴
が
あ
い
て
、
あ
ま
り

に
も
突
然
だ
と
実
感
も
な
く
て
、
そ

の
さ
び
し
さ
は
い
つ
ま
で
も
続
き

ま
す
。
そ
う
い
う
体
験
・
実
感
と
し

て
の
死
を
ど
の
よ
う
に
支
え
、
見
つ

め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

よ
く
聞
く
譬
え
に
、
野
口
雨
情
さ

ん
の
作
っ
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
い
う

歌
が
あ
り
ま
す
。
野
口
雨
情
さ
ん
が

仏
教
児
童
雑
誌
『
金
の
塔
』
に
書
か

れ
た
歌
で
あ
り
ま
す
。
野
口
雨
情
さ

ん
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
作
詞
家
で
、

他
に
「
七
つ
の
子
」
や
「
赤
い
靴
」

や
「
証
城
寺
の
狸
ば
や
し
」
や
「
船

頭
小
唄
」
な
ど
の
歌
も
作
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
歌
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
。 

♪
シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ん
だ 

 

屋
根

ま
で
飛
ん
だ  

屋
根
ま
で
飛
ん
で 

 
こ
わ
れ
て
消
え
た 

シ
ャ
ボ
ン
玉
消
え
た 

飛
ば
ず

に
消
え
た 
産
ま
れ
て
す
ぐ
に 

こ

わ
れ
て
消
え
た 

風 

風 

吹
く
な 

シ
ャ
ボ
ン

玉
飛
ば
そ
♪ 

こ
の
歌
は
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
歌
と

し
て
有
名
で
す
が
、
実
は
、
野
口
雨

情
さ
ん
が
子
ど
も
さ
ん
を
亡
く
さ

れ
た
時
の
気
持
ち
を
こ
め
て
作
ら

れ
た
歌
な
ん
で
す
。
子
ど
も
の
死
を

聞
い
て
、
彼
は
す
ぐ
に
会
い
に
行
け

な
く
て
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
走
り
回
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
番
は
、

屋
根
ま
で
飛
ん
だ
わ
け
で
す
か
ら
、

き
っ
と
大
き
く
な
ら
れ
て
か
ら
亡

く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
二
番
は
、

産
ま
れ
て
す
ぐ
に
、
産
後
に
亡
く
な

っ
た
、
そ
れ
を
思
い
重
ね
て
お
ら
れ

ま
す
。「
風 

風 

吹
く
な
」
の
風
は
、

人
の
命
を
奪
い
去
る
無
常
を
、
花
を

吹
き
散
ら
す
風
に
た
と
え
て
い
う

言
葉
「
無
常
の
風
」
の
こ
と
で
す
よ

ね
。
こ
の
よ
う
に
、
「
風 

風 

吹

く
な
」
と
言
っ
て
い
る
歌
で
す
。 

で
は
、
皆
さ
ま
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

こ
の
歌
を
歌
っ
て
、
悲
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
か
。
悲
し
い
気
持
ち
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ん
ま
り
感

じ
な
い
で
す
か
。
私
は
、
あ
ん
ま
り
、

こ
の
歌
を
歌
っ
て
も
、
小
さ
い
時
か

ら
、
悲
し
い
気
持
ち
に
は
な
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
。
意
味
を
知
っ
て
、
確
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か
に
悲
し
い
と
い
う
こ
と
は
分
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
野
口
雨
情
さ
ん

が
悲
し
み
を
歌
っ
た
だ
け
で
な
く
、

今
、
子
ど
も
と
一
緒
に
シ
ャ
ボ
ン
玉

を
飛
ば
し
て
い
る
ん
だ
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。
仏
様
と
な
っ
て
私
の
心

に
帰
っ
て
く
る
、
そ
の
子
ど
も
と
一

緒
に
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
歌
だ
と
私
は
思
う
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
切
な
い
だ
け
で

な
く
、
一
緒
に
子
ど
も
と
遊
べ
る
、

そ
う
い
う
歌
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。 

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
見
る
死
は
、
抽

象
的
で
自
分
に
直
接
関
係
な
い
死

な
の
で
、
驚
き
は
す
る
が
悲
し
み
は

少
な
い
。
自
分
の
身
近
な
人
の
死
は

シ
ョ
ッ
ク
と
同
時
に
悲
し
み
も
深

い
。
そ
し
て
や
が
て
く
る
自
分
自
身

の
死
を
予
感
さ
せ
ま
す
。 

現
在
、
多
く
の
方
の
御
尽
力
で
、

毎
年
何
件
も
起
こ
る
災
害
の
後
、
い

ろ
い
ろ
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
阪
神

淡
路
当
時
に
比
べ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
支
援
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
阪
神
淡
路
大

震
災
と
の
違
い
は
、
個
人
レ
ベ
ル
で

は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
追
悼
の
期

間
と
作
業
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と

い
う
事
が
一
つ
あ
り
ま
す
。  

先
ず
こ
の
事
に
つ
い
て
、
私
が

二
五
年
の
間
、
お
付
き
合
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
あ
る
御
家
族
の

事
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
村
田
さ
ん
御
家
族
で
す
。
今

は
神
戸
市
北
区
に
在
住
で
す
が
、
震

災
当
時
は
芦
屋
市
津
知
町
に
お
住

ま
い
で
し
て
、
自
宅
が
全
壊
し
、
家

族
四
人
の
う
ち
武
庫
川
女
子
大
学

四
年
の
お
嬢
さ
ん
恵
子
さ
ん
が
箪

笥
の
下
敷
き
に
な
り
亡
く
な
ら
れ

た
。
卒
業
論
文
を
前
夜
書
き
上
げ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。
好
き
な
フ
ラ
メ
ン

コ
を
学
ぶ
一
方
で
、
病
気
が
ち
な
母

を
看
病
し
、
家
事
を
こ
な
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
就
職
も
内
定
し
た
矢
先

で
し
た
。
こ
の
方
の
事
は
一
月
一
〇

日
の
神
戸
新
聞
朝
刊
や
一
月
一
五

日
の
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
も
何
度

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

同
じ
家
族
を
亡
く
す
と
言
っ
て

も
、
災
害
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
の
弔
い
の
期
間
は
平
常
時
の

弔
い
の
期
間
と
は
全
く
違
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
村
田
さ
ん
の
手
記
か

ら
尋
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
月
一
七
日
夕
方 

遺
体
安
置
所

夕
方
六
時
ご
ろ
、
遺
体
の
検
死
が
あ

る
と
聞
き
、
衣
類
を
切
っ
て
裸
に
さ

れ
る
と
聞
き
、
「
な
ん
で
…
…
な
ん

で
…
…
、
事
故
に
あ
っ
た
わ
け
で
も
、

自
分
で
果
て
た
わ
け
で
も
な
い
の

に
」
。
私
は
た
だ
娘
の
パ
ジ
ャ
マ
姿

を
守
ろ
う
と
し
て
側
で
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。 

そ
の
こ
ろ
、
検
死
係
の
一
行
が
娘

の
側
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
や
め

て
も
ら
お
う
と
、
飛
び
出
る
瞬
間
を

窺
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
横
を
そ
の
ま

ま
通
り
過
ぎ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
若

い
娘
へ
の
先
生
の
ご
配
慮
に
、
深
く

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
頭
を
下
げ
ま

し
た
が
、
衣
類
を
は
ぎ
と
ら
れ
て
行

く
方
々
に
申
し
訳
な
く
も
あ
り
ま

し
た
。 

年
老
い
た
母
の
従
兄
の
家
族
が
、

最
後
の
お
別
れ
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
家
が
ひ
っ
く
り
返
り
、
ど

こ
に
何
が
あ
る
か
解
ら
ぬ
状
態
の

中
か
ら
、
娘
に
御
香
典
を
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。
無
理
に
娘
の
お
棺
の
中

に
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
が
、
火
葬
す
る
費
用
と
し
て
前
金

が
要
っ
た
時
、
私
達
に
は
一
銭
の
お

金
も
カ
ー
ド
も
な
い
こ
と
に
気
づ

き
、
そ
の
お
金
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
。
そ
の
お
金
は
し
わ
く

ち
ゃ
を
伸
ば
し
た
も
の
で
し
た
。
涙

が
出
て
感
謝
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
前

金
も
後
日
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。
何
人
亡
く
な
っ
た
と
い
う

報
道
が
出
て
き
て
も
、
普
段
の
葬
儀

の
時
と
は
状
態
が
違
う
ん
で
す
ね
。

災
害
救
助
法
に
は
火
葬
の
こ
と
も

書
い
て
あ
る
ん
で
す
が
、
行
政
の
方

は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
ら

れ
な
く
て
、
多
く
の
方
が
、
い
き
な

り
火
葬
の
時
に
「
は
い
、
火
葬
代
金

い
く
ら
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
な
ん
で

す
ね
。
そ
れ
で
初
め
て
、
「
家
も
つ

ぶ
れ
、
お
金
も
一
円
も
な
い
の
に
ど

う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」
と
悩
ま

れ
た
方
、
困
ら
れ
た
方
も
多
く
い
た

と
、
こ
の
遺
体
安
置
所
に
お
ら
れ
た

方
か
ら
、
よ
く
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
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う
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
も
し
次
に

災
害
が
起
こ
る
時
に
は
、
な
ん
と
か

無
く
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

た
と
え
御
遺
体
で
あ
っ
て
も
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
へ
の
尊
敬
と
、
遺
族

へ
の
配
慮
は
必
要
で
す
。
検
視
と
は

い
え
、
御
遺
体
と
は
い
え
、
若
い
娘

さ
ん
が
、
多
く
の
人
の
前
で
裸
に
さ

れ
る
、
そ
う
い
う
こ
と
に
対
す
る
最

低
限
の
配
慮
が
こ
の
場
で
は
あ
り

ま
し
た
。 

で
は
他
者
で
あ
る
私
た
ち
は
遺

族
に
対
し
て
何
を
し
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
と
「
い
っ
し
ょ
に
い
た
い
」

と
思
う
人
に
対
し
て
、
そ
う
思
う
気

持
ち
が
ほ
か
の
こ
と
で
妨
げ
ら
れ

な
い
よ
う
に
先
ず
配
慮
す
る
こ
と
。

十
分
に
悲
し
ん
で
く
だ
さ
い
と
言

え
る
の
が
、
不
幸
に
対
す
る
最
初
の

支
援
で
あ
り
連
帯
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
決
し
て
「
失
っ
た
も
の
は
、

も
う
取
り
戻
せ
な
い
か
ら
、
も
う
く

よ
く
よ
し
な
い
で
し
っ
か
り
生
き

な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
他
人
に
見
せ

る
か
見
せ
な
い
か
は
別
に
し
て
、
泣

き
た
い
と
き
は
泣
き
、
悲
し
み
た
い

と
き
は
悲
し
み
、
愚
痴
を
言
い
た
い

時
は
愚
痴
を
言
い
、
受
け
止
め
ら
れ

た
と
き
に
次
の
事
を
す
れ
ば
よ
い
。

た
だ
そ
の
時
に
、
泣
き
た
か
っ
た
り
、

悲
し
か
っ
た
り
、
愚
痴
を
言
い
た
い

の
は
何
も
自
分
ひ
と
り
で
は
な
い
、

と
も
に
泣
い
た
り
悲
し
ん
だ
り
し

て
く
れ
て
い
る
身
内
が
い
る
、
と
も

に
悲
し
み
や
愚
痴
を
理
解
し
て
く

れ
て
い
る
仲
間
が
い
る
と
い
う
ふ

う
に
、
悲
し
み
を
共
有
し
て
く
れ
て

い
る
人
が
い
る
事
を
認
識
し
て
、
当

初
の
内
は
感
情
の
ま
ま
で
い
い
、
受

け
止
め
ら
れ
て
か
ら
次
の
事
を
す

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

災
害
後
、
最
も
大
切
な
３
Ｔ
と
い

う
言
葉
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
日
本
基
督
教
海
外
医
療

協
会
総
主
事
の
大
江
浩
さ
ん
の
講

演
で
お
聞
き
し
た
こ
と
で
す
が
、
泣

き
た
い
と
き
は
泣
い
た
ら
い
い
ん

だ
と
い
うT

E
A

R
S

の
Ｔ
、
分
か
っ
て

く
だ
さ
る
方
に
は
心
情
を
吐
き
出

し
、
辛
さ
悲
し
さ
を
分
か
ち
合
え
ば

い
い
ん
だ
と
い
うT

A
L

K

の
Ｔ
、
そ

し
て
時
間
を
か
け
て
受
け
止
め
て

い
く
、
時
間
し
か
解
決
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
と
い
うT

IM
E

の
Ｔ
。
こ

の
涙
と
語
り
と
時
間
と
い
う
３
Ｔ
、

ど
ん
な
災
害
に
も
誰
に
も
通
じ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
村
田
さ
ん
御
一
家
と
の
お

付
き
合
い
は
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
び
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

ど
こ
か
で
災
害
が
あ
り
、
不
幸
に

も
亡
く
な
ら
れ
た
人
が
で
た
時
は
、

本
当
の
意
味
で
弔
い
の
時
間
を
持

ち
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
悲
し
ま
せ
て
あ

げ
る
、
そ
し
て
他
者
は
そ
れ
が
妨
げ

ら
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。 

追
悼
の
時
間
を
持
ち
、
そ
の
間
に

耐
え
た
悲
し
み
の
質
量
に
よ
っ
て
、

喜
び
を
感
じ
る
力
も
異
な
り
ま
す
。

喪
を
い
か
に
受
け
止
め
た
か
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
は
感
情
の
厚
み
と
生

き
て
い
く
こ
と
の
意
味
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
他
者
の
感

情
へ
の
共
感
力
と
対
話
す
る
能
力

を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
こ
で
毎
年
頂
く
村
田
さ
ん
か

ら
の
年
賀
状
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一
年
一
年
心
の
変
化
が
非

常
に
よ
く
現
れ
て
い
る
文
章
で
す
。

す
べ
て
を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
数
年
分
だ
け
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

こ
れ
は
一
五
年
前
で
す
。
「
今
年

は
阪
神
大
震
災
丸
一
〇
年
と
な
り
、

私
た
ち
は
娘
の
知
ら
な
い
一
〇
年

を
生
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
、

こ
れ
以
上
、
何
も
起
こ
ら
な
け
れ
ば

よ
い
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。
身
体
に

気
を
付
け
て
、
震
災
を
共
に
く
ぐ
り

抜
け
て
き
た
、
弱
っ
て
き
た
猫
た
ち

と
頑
張
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
。 

そ
し
て
翌
年
。
「
震
災
か
ら
一
〇

年
、
私
を
ず
っ
と
支
え
て
く
れ
て
い

た
猫
が
一
月
七
日
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
三
人
と
残
っ
て
い
る

猫
三
匹
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
、
い
っ
ぱ
い
の
愛
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
チ
ビ
と
の
別
れ
か
ら

弱
っ
て
い
た
芦
屋
生
ま
れ
の
オ
ト

も
、
最
近
は
元
気
を
取
り
戻
し
、
今

で
は
私
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
娘
の

使
っ
た
冷
蔵
庫
も
一
〇
月
二
四
日

に
働
き
を
終
え
ま
し
た
。
寂
し
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感

謝
の
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で
す
」
。 
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そ
し
て
、
そ
の
次
の
年
で
す
。
実

は
お
母
さ
ま
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
ら

れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
お
父
さ

ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
昨
年

は
震
災
か
ら
丸
一
二
年
た
ち
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
の
は
ず
で

し
た
。
四
月
五
日
に
妻
が
脳
梗
塞
発

症
の
た
め
入
院
し
、
左
半
身
不
随
と

な
っ
た
の
で
、
六
月
か
ら
神
戸
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
リ
ハ
ビ

リ
に
専
念
。
九
月
二
六
日
退
院
後
は

自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
が
、
一
進
一
退
で
思
う
よ
う
に

は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
多
く

の
方
々
か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
お

言
葉
を
頂
き
、
本
人
は
も
と
よ
り
家

族
一
同
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
妻
も
少
し
気
を
長
く
持
っ
て
、

自
分
の
足
で
皆
さ
ま
の
所
へ
行
け

る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
努
力

し
て
い
ま
す
。
娘
の
遺
児
と
い
う
べ

き
、
オ
ト
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
一
つ
の
支
え
で
す
。
自
分
の

足
で
行
き
た
い
所
に
行
き
、
自
分
の

手
で
持
ち
た
い
物
を
持
つ
と
い
う
、

当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
実
は
大
変
幸
せ
な
こ
と

だ
と
感
じ
た
年
で
し
た
。
皆
さ
ま
、

お
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
」
。 

そ
し
て
、
翌
年
で
す
。
「
た
と
え

一
人
で
も
一
匹
で
も
私
が
必
要
と

さ
れ
る
な
ら
、
生
か
さ
れ
て
い
る
価

値
が
あ
る
。
過
去
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

未
来
に
悩
ま
ず
、
今
を
大
切
に
生
き

て
い
こ
う
と
思
う
。
大
き
な
も
の
を

失
い
、
大
き
な
も
の
を
得
ま
し
た
。

希
望
は
消
え
、
願
い
と
な
り
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
な
願
い
に
向
か
っ
て
、
一

日
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人

に
助
け
ら
れ
、
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、

今
が
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
オ
ト
ち
ゃ
ん
は
四
月
二
六

日
、
娘
の
と
こ
ろ
に
逝
き
ま
し
た
。

一
年
間
、
最
後
の
力
で
私
を
励
ま
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
残
っ
た
二
匹
が
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
三
人
合
わ
せ
て
一
人
前
の
私

た
ち
で
す
が
、
頑
張
り
ま
す
」
。 

そ
し
て
先
日
一
月
一
〇
日
の
神

戸
新
聞
の
掲
載
記
事
に
は
、
「
病
気

に
な
る
ま
で
は
、
苦
し
い
こ
と
に
出

逢
う
方
が
楽
だ
っ
た
。
娘
の
苦
し
み

を
少
し
で
も
引
き
受
け
ら
れ
る
と

感
じ
た
か
ら
。
最
近
は
『
ご
め
ん
ね
』

と
謝
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

苦
し
い
け
れ
ど
背
負
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
の
二
五
年
間
、

た
っ
た
一
度
も
希
望
が
持
て
な
か

っ
た
。
希
望
が
持
て
て
初
め
て
、
復

興
と
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？
」
と
。 

こ
の
よ
う
に
毎
年
そ
の
時
々
の

心
情
を
く
だ
さ
る
ん
で
す
ね
。 

今
も
震
災
は
続
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
被
災
者
と
は
、
家
や
職
場

が
な
く
な
っ
た
人
、
そ
の
本
人
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
親
族
や
知
人
。
ま
た
、

け
が
を
し
た
人
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
人
、
そ
の
家
族
全
部
。
そ
し

て
、
復
興
事
業
に
携
わ
っ
た
人
、
支

援
者
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を

聞
き
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
人
。
社

会
全
体
の
人
々
す
べ
て
が
被
災
者

だ
と
、
こ
の
ご
ろ
は
思
い
ま
す
。
世

間
は
、
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
は
災
害

時
の
美
し
い
助
け
合
い
の
場
面
ば

か
り
を
報
道
し
て
い
ま
し
て
、
悲
し

み
を
見
て
い
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

被
災
者
が
必
ず
希
望
を
く
れ
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
、
ひ
ず
み
を
隠
さ

ず
、
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
被
災
者
お
ひ
と
り

お
ひ
と
り
、
す
べ
て
違
い
ま
す
。
ま

ず
、
違
い
を
認
め
る
。
「
こ
れ
が
正

し
い
」
と
い
う
推
理
か
ら
外
れ
る
人

は
、
み
ん
な
、
は
じ
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ば
ら
ば
ら
で
一
緒
、
違

い
を
認
め
る
世
界
の
発
見
、
そ
れ
ぞ

れ
が
個
性
的
に
生
き
生
き
と
輝
き
、

な
お
か
つ
調
和
の
と
れ
て
い
る
世

界
。
そ
こ
か
ら
生
き
る
方
向
性
を
見

い
だ
し
て
い
く
こ
と
。 

死
者
を
追
悼
す
る
と
い
う
こ
と
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は
、
そ
の
死
者
を
忘
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
原
点
で
あ
り
、
そ
れ
は
悲
し

み
を
伴
っ
た
個
別
・
具
体
的
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
悲
し
み

こ
そ
が
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
亡
く
な
ら
れ
た

方
を
死
者
と
だ
け
見
る
の
で
は
な

く
て
、
「
そ
の
人
は
生
き
た
」
と
、

そ
う
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と

も
に
生
き
た
時
が
違
う
形
で
見
え

て
く
る
。
大
切
な
人
を
亡
く
し
て
も
、

そ
の
人
は
生
き
た
ん
だ
と
い
う
こ

と
に
出
会
う
こ
と
が
、
故
人
と
繋
が

っ
て
く
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

ご
遺
族
ほ
ど
悲
し
み
や
苦
し
み

に
耐
え
、
頑
張
っ
て
い
る
存
在
は
お

ら
れ
ま
せ
ん
。
周
囲
が
死
を
見
な
い

よ
う
に
し
て
「
頑
張
ろ
う
」
と
復
興

ば
か
り
強
調
す
れ
ば
、
遺
族
は
「
放

っ
て
お
か
れ
て
い
る
」
と
思
い
、
喪

失
感
は
増
し
て
し
ま
い
ま
す
。
最
悪

自
殺
と
い
う
手
段
を
選
択
し
な
い

よ
う
に
、
悲
し
み
を
共
有
し
て
あ
げ

る
事
が
ま
ず
大
切
で
す
。
そ
の
機
縁

と
し
て
炊
き
出
し
や
後
片
付
け
や

足
湯
を
い
た
し
ま
す
。
「
亡
く
な
ら

れ
た
方
へ
の
尊
敬
と
、
遺
族
へ
の
配

慮
」
、
復
旧
作
業
は
こ
の
こ
と
か
ら

始
ま
る
の
で
し
ょ
う
。
災
害
復
興
と

は
人
間
復
興
な
の
だ
か
ら
。 

で
は
、
仏
教
で
は
ど
の
よ
う
に
教

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
こ
と
を
お
経
に
訊
ね
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
経
と
は
、

お
釈
迦
様
が
三
五
歳
菩
提
樹
の
下

で
悟
り
を
開
か
れ
、
八
〇
歳
沙
羅
双

樹
の
下
で
涅
槃
の
雲
に
お
隠
れ
に

な
ら
れ
る
ま
で
の
四
五
年
間
の
説

法
の
記
録
で
す
。
厳
密
に
は
そ
れ
以

外
に
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ガ

ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
ほ
ど
と
か
、
八

万
四
千
の
法
門
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

多
く
の
お
経
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

は
事
実
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
意

味
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
物
語
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
忍
ば
せ
て
あ
る
も

の
な
ど
、
様
々
な
お
経
が
あ
り
ま
す
。 

昔
の
方
々
は
大
事
な
こ
と
は
そ

の
ま
ま
伝
え
な
い
事
柄
が
多
い
で

す
ね
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
ど
う
な
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
物
語
や
神
話
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
に
大
切
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
し
の
ば
せ
て
伝
え
る
。
そ
う

す
る
と
物
語
が
伝
わ
っ
て
い
く
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
伝
わ
っ
て
い
く
。
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
よ
う

と
す
る
と
、
途
中
で
歪
ん
で
し
ま
っ

た
り
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
忘
れ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
ん
で
す

ね
。 『

涅
槃
経
』
と
い
う
お
経
に
書
か

れ
て
い
る
「
ア
ジ
ャ
セ
王
の
物
語
」

に
は
、
お
釈
迦
様
は
「
月
愛
三
昧
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
寄
り
添
う

姿
勢
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
月
を
愛
す
る
、
三
昧
は

「
ぜ
い
た
く
三
昧
」
や
「
読
書
三
昧
」

の
三
昧
で
す
。
お
釈
迦
様
が
、
お
父

さ
ん
を
殺
し
て
し
ま
っ
て
体
調
を

崩
し
精
神
的
に
悩
む
阿
闍
世
王
に
、

お
説
教
を
せ
ず
に
、
黙
っ
て
、
そ
ば

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

ち
ょ
う
ど
闇
夜
に
浮
か
ぶ
月
の
よ

う
に
、
ほ
っ
と
し
た
ん
で
す
。
そ
れ

を
「
月
愛
三
昧
」
と
言
い
ま
す
。 

月
が
好
き
な
人
、
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。
私
も
好
き
で
す
。
一
日
が

終
わ
っ
て
、
月
を
眺
め
る
と
、
ほ
っ

と
い
た
し
ま
す
。
闇
は
闇
と
し
て
あ

り
な
が
ら
、
月
の
光
が
そ
こ
に
あ
る

か
ら
で
し
ょ
う
。
太
陽
の
ま
ぶ
し
す

ぎ
る
光
を
、
人
は
直
視
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
月
も
太
陽
の
光
を

浴
び
て
光
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち

も
、
光
そ
の
も
の
に
は
な
れ
な
い
に

し
て
も
、
仏
様
の
光
を
受
け
て
、
そ

こ
に
い
る
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

キ
リ
ス
ト
教
で
は
お
月
さ
ん
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す

か
？ 

ま
た
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

月
愛
三
昧
と
は
、
お
釈
迦
様
が
超

自
然
的
な
力
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ャ
セ

の
病
を
癒
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
の
月

愛
三
昧
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

第
一
に
は
、
月
の
輝
き
が
闇
を
残

し
た
ま
ま
で
、
人
々
を
優
し
く
照
ら

す
よ
う
に
、
月
愛
三
昧
は
、
と
が
め

る
こ
と
な
い
、
無
条
件
の
受
容
を
示

し
て
い
ま
す
。
黙
っ
て
そ
こ
に
い
る

こ
と
は
、
苦
し
み
の
中
に
あ
る
人
に

と
っ
て
と
て
も
救
い
に
満
ち
た
も

の
と
な
り
ま
す
。
「
何
か
を
す
る
の

で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
」
、

そ
れ
が
月
愛
三
昧
の
真
意
で
あ
り
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ま
す
。
人
は
言
う
に
い
え
な
い
苦
し

み
に
あ
え
い
で
い
る
と
き
、
自
分
自

身
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
の
で
き
る

よ
き
聞
き
手
が
必
要
で
す
。 

第
二
に
は
、
仏
の
月
愛
三
昧
は
、

世
間
的
な
言
葉
を
交
え
る
こ
と
な

く
静
か
に
瞑
想
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
示
し
て
い
ま
す
。
説
明
の
い
ら

な
い
共
感
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
の

求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
人
は
深
い
悲
し
み
を
言
葉
で
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

す
。
静
か
な
瞑
想
を
通
し
て
、
は
じ

め
て
人
は
真
実
の
自
己
に
そ
の
ま

ま
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
仏
様
の

限
り
な
い
慈
悲
の
光
に
い
だ
か
れ

て
、
人
は
自
ら
の
愚
か
さ
を
知
る
の

で
あ
り
ま
す
。 

寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
は
、
何
も

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
迷
惑
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
に
行
く
。

こ
れ
を
し
て
い
る
の
が
私
た
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
も
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
困
っ
た
ら
、

そ
の
人
の
所
へ
行
く
、
家
族
の
所
に

行
く
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う
い
う
言
葉

掛
け
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い

時
も
、
そ
こ
に
行
く
と
、
相
手
と
気

持
ち
が
重
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
行

為
は
、
自
分
と
相
手
と
の
気
持
ち
が

重
な
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

浄
土
真
宗
の
宗
祖
・
親
鸞
聖
人
は
、

こ
う
し
た
悲
し
み
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
に
寄
り
添
わ
れ
た
か
と
申
し

あ
げ
ま
す
と
、 

親
鸞
聖
人
の
ご
遺

言
（
御
臨
末
の
御
書
）
に
は
、
「
一

人
い
る
時
は
二
人
、
二
人
の
時
は
三

人
だ
と
思
い
な
さ
い
。
そ
の
一
人
は

親
鸞
な
り
。
う
れ
し
い
時
も
、
悲
し

い
時
も
、
親
鸞
が
い
つ
も
そ
ば
に
い

る
か
ら
ね
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

被
災
地
に
行
っ
て
「
何
か
す
る
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
尋
ね
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
特
に
あ
り
ま
せ

ん
」
と
答
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
「
困

っ
て
お
ら
れ
る
方
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」
と
尋
ね
る
と
、
意
外
に
答
え

て
く
だ
さ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
は
「
何
故
か
な
」
と
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
あ
る
方
が
「
英
語
で
言

う
と
、
『
何
か
す
る
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
か
』 

m
ay

 I h
elp

 y
o

u
?  

『
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
』 

D
o
 y

o
u
 teach

 m
e? 

主
語
が

違
う
ん
で
す
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
「
何
か
す
る
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
か
」
は
無
意
識
の
う
ち
に
「
困

っ
て
い
な
い
私
が
、
み
じ
め
な
あ
な

た
を
助
け
て
や
る
」
と
い
う
上
か
ら

目
線
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
時
が
あ

る
、
そ
れ
に
く
ら
べ
同
じ
意
味
合
い

で
も
「
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
を
教
え

て
く
だ
さ
い
」
だ
と
素
直
に
具
体
的

に
話
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

で
す
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
行

為
は
、
た
だ
後
片
づ
け
や
炊
き
出
し

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
行
為
は

「
あ
な
た
は
見
捨
て
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
よ
」
「
あ
な
た
の
傍
ら
に
い
ま

す
よ
」
と
い
う
無
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
り
、
言
葉
に
な
ら
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
親
鸞
聖
人
は
、
『
口
伝
鈔
』

と
い
う
書
物
に
三
つ
の
角
度
か
ら

私
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
ま
す
。 

一
つ
は
、
「
泣
き
た
い
時
に
は
泣

け
ば
よ
い
」
と
い
う
お
気
持
ち
で
す
。

「
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
の
を
注
意

し
て
、
や
め
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

泣
か
せ
て
あ
げ
な
さ
い
。
泣
き
た
い

時
に
は
涙
す
れ
ば
よ
い
」
。
こ
う
い

う
言
葉
で
す
。
も
の
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
、
こ
の
言
葉
を
見
つ
け

た
時
は
。
泣
い
た
ら
え
え
と
。 

二
つ
め
は
、
「
悲
し
む
気
持
ち
を

少
し
休
め
て
く
だ
さ
い
」
と
。
こ
れ

は
五
木
寛
之
さ
ん
が
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
有
名

に
な
り
ま
し
た
。
「
悲
し
み
に
悲
し

み
が
加
わ
る
よ
う
に
は
慰
め
て
は

な
ら
な
い
。
余
計
に
寂
し
く
な
っ
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
、
お
酒
で
も
持
っ

て
行
っ
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
。
わ
れ

わ
れ
の
法
事
、
葬
儀
、
お
通
夜
の
時

に
は
、
今
で
も
お
酒
を
酌
み
交
わ
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
酒
が
飲
め
な

か
っ
た
ら
、
ジ
ュ
ー
ス
で
も
サ
イ
ダ

ー
で
も
い
い
わ
け
で
す
、
ウ
ー
ロ
ン

茶
で
も
温
か
い
お
茶
で
も
。
こ
う
や

っ
て
誰
か
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
気

持
ち
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
子
ど
も
の

悲
し
み
に
寄
り
添
う
に
は
」
を
研
究

し
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
ダ
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
と
い
う
、
国
立
の
子
ど
も
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の
悲
し
み
を
集
中
的
に
治
療
す
る

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は

お
酒
は
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
言
葉
で
も
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
大
事

だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
お
葬
儀
の

時
、
お
通
夜
の
時
に
、
お
母
さ
ん
に

ベ
ッ
タ
リ
く
っ
つ
い
た
り
し
て
い

る
。
あ
れ
で
い
い
わ
け
で
す
。 

親
鸞
聖
人
は
三
つ
め
に
、
「
亡
き

人
は
今
も
心
に
生
き
て
い
る
」
と
教

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
「
わ
が

計
ら
い
に
よ
っ
て
、
浄
土
に
行
く
の

で
は
な
い
。
如
来
の
願
い
の
力
に
よ

っ
て
、
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
は
救
わ
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
な
か

っ
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
迷
い
を
越
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
死
に
よ
っ
て
も
消
え
て
し
ま
う

こ
と
な
い
、
心
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。

愛
す
る
人
は
心
に
生
き
て
い
る
」
。

こ
う
い
う
ふ
う
に
教
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
親
鸞
聖
人
の

お
言
葉
で
は 

「
た
も
つ
と
こ
ろ
の
、

た
も
つ
と
こ
ろ
の
と
い
う
の
は
、
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
と
い
う
意
味
で

す
。
私
に
と
っ
て
は
仏
教
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
キ
リ
ス
ト
教

で
す
。
そ
の
拠
り
所
と
な
る
教
え
が

な
け
れ
ば
、
な
に
を
も
っ
て
か
生
死

を
出
離
せ
ん
」
と
。 

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
悲
し
い
時

に
は
涙
を
抑
え
な
く
て
も
よ
い
。
涙

は
愛
情
の
証
し
。
そ
し
て
後
悔
も
愛

情
だ
と
思
い
ま
す
。
後
悔
も
今
度
、

誰
か
へ
の
愛
情
に
切
り
替
え
て
い

っ
た
ら
よ
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

そ
し
て
、
時
に
は
悲
し
む
心
を
休
ま

せ
る
。
遊
ん
で
も
い
い
し
、
寝
て
も

い
い
し
。
そ
し
て
、
確
か
な
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
、
徐
々
に

徐
々
に
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
様
へ
の

信
仰
か
も
し
れ
な
い
し
、
出
逢
っ
た

友
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

人
は
亡
く
な
る
と
、
姿
形
は
見
え

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
人

か
ら
受
け
た
愛
情
、
そ
の
人
に
さ
さ

げ
た
愛
情
を
忘
れ
な
い
で
い
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
今
こ
こ
に
生
き

て
い
る
自
分
自
身
だ
け
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
が
流
し
た
涙

を
幸
せ
の
種
に
ま
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
い
つ
か
き
っ
と
幸
せ
の
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い

な
い
、
そ
う
思
い
ま
す
。
「
悲
し
み

を
希
望
に
変
え
る
も
の
」
は
何
か
。

生
か
さ
れ
て
い
る
ご
縁
の
力
。
き
ょ

う
の
皆
さ
ん
の
一
人
一
人
の
力
。
多

く
の
方
々
が
支
え
て
く
だ
さ
る
力
。

そ
う
し
た
も
の
が
私
た
ち
の
希
望

に
さ
せ
て
く
れ
る
力
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
仏
様
は
、
い
つ
も
ご

一
緒
で
す
。 

で
は
お
釈
迦
様
の
最
晩
年
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

お
釈
迦
様
は
最
晩
年
、
重
い
病
気

か
ら
立
ち
上
が
り
、
も
う
一
度
歩
き

始
め
、
自
分
の
故
郷
に
向
か
っ
て
死

の
旅
を
続
け
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の

後
、
施
さ
れ
た
キ
ノ
コ
料
理
で
食
中

毒
を
引
き
起
こ
し
て
涅
槃
の
雲
に

お
隠
れ
に
な
ら
れ
ま
す
。
そ
の
消
耗

の
中
で
、
お
釈
迦
様
は
お
付
き
の
世

話
を
し
て
い
る
阿
難
に
向
け
て
、

「
こ
の
世
界
は
美
し
い
も
の
だ
し
、

人
間
の
い
の
ち
は
甘
美
な
も
の
だ
」

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
『
大
パ
リ
ニ
ル

ヴ
ァ
ー
ナ
経
』
）
と
結
ん
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

震
災
の
後
、
多
く
の
被
災
者
が
耐

え
難
い
不
幸
に
「
な
ぜ
私
だ
け
が
こ

ん
な
目
に
遭
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
の
か
。
今
ま
で
の
私
の
人
生
だ
っ

て
他
人
よ
り
も
不
幸
に
見
え
た
の

に
、
な
ぜ
今
ま
た
親
族
知
人
を
、
故

郷
を
、
思
い
出
を
失
っ
た
り
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
」
と
思
っ
た
事

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
ひ

た
む
き
に
生
き
て
き
て
、
小
さ
な
努

力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
私

た
ち
を
支
え
て
き
た
の
は
、
お
釈
迦

様
が
最
後
に
言
っ
た
、
私
た
ち
が
生

き
て
い
る
世
界
の
美
し
さ
で
あ
り
、

人
の
小
さ
な
支
え
で
し
た
。
そ
う
い

っ
た
気
持
ち
を
災
害
は
気
付
か
せ

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 皆

さ
ん
は
縁
あ
っ
て
こ
の
礼
拝

に
身
を
お
い
て
お
ら
れ
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
か
ら
数
え
て
八
代

目
・
蓮
如
上
人
の
言
葉
に
「
ざ
る
で

は
水
は
汲
め
な
い
が
、
水
に
浸
せ
ば

水
は
満
ち
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
に
も
似
た
様
な

言
葉
で
「
水
は
ざ
る
の
中
に
は
溜
ま

ら
な
い
が
、
そ
の
中
に
あ
る
も
の
を

洗
い
清
め
る
」
と
い
う
言
葉
を
テ
レ
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ビ
か
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ス
イ
ス
の
農
村
で
牧
師
さ

ん
と
篤
信
の
信
者
の
お
ば
あ
さ
ん

の
会
話
で
す
。 

「
お
ば
あ
さ
ん
は
い
つ
も
礼
拝

で
説
教
を
聞
い
て
お
ら
れ
る
の
で

さ
ぞ
か
し
多
く
の
話
を
知
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
」 

「
い
や
い
や
牧
師
さ
ん
。
私
は
話

を
聞
い
た
そ
ば
か
ら
、
み
な
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
」 

「
そ
れ
で
は
困
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」 

す
る
と
お
ば
あ
さ
ん
は
、
羊
の
毛

を
入
れ
た
ざ
る
を
見
せ
な
が
ら
、 

「
で
も
牧
師
さ
ん
、
ざ
る
の
目
か

ら
谷
川
の
水
は
ど
ん
ど
ん
逃
げ
て

流
れ
去
り
ま
す
が
、
羊
の
毛
は
こ
ん

な
に
綺
麗
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」 

と
。
追
悼
と
は
耳
で
頭
だ
け
で
理

解
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
身
を

お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
か
ら
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
信
仰
の
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
こ
と
が
、
や
が
て

自
ら
も
信
仰
に
染
ま
っ
た
生
活
に

自
然
と
な
っ
て
い
か
れ
る
の
で
し

ょ
う
。 

震
災
に
よ
っ
て
本
当
に
ひ
ど
い

め
に
あ
っ
た
、
悲
し
み
苦
し
み
を
住

処
と
す
る
人
を
何
と
か
し
た
い
と

い
う
思
い
。
被
災
者
が
自
分
の
現
実

を
受
け
止
め
、
尚
且
つ
イ
ジ
ケ
ズ
、

感
謝
の
念
を
持
っ
て
生
き
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。 

自
分
の
傍
ら
に
あ
る
小
さ
な
信

頼
で
き
る
人
間
と
の
関
係
、
あ
る
い

は
銘
木
自
然
の
美
し
さ
や
、
そ
の
中

に
生
を
受
け
て
生
き
て
い
る
事
の

喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
災
害
は

自
然
が
も
た
ら
し
た
す
不
幸
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
こ
と
は
人

間
が
も
た
ら
し
た
不
幸
で
す
。
そ
ん

な
世
間
で
あ
っ
て
も
、
「
人
間
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
な
」
「
人
間
社
会

っ
て
良
い
も
ん
だ
な
」
と
言
え
る
よ

う
に
精
進
し
、
感
謝
の
日
々
を
過
ご

し
、
そ
し
て
人
生
を
荘
厳
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

「
命
は
大
切
だ
」「
命
を
大
切
に
」

そ
ん
な
こ
と
何
千
何
万
回
言
わ
れ

る
よ
り
、
「
あ
な
た
が
大
切
だ
」
誰

か
が
そ
う
言
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ

だ
け
で
生
き
て
い
け
る
。 

そ
し
て
「
あ
な
た
に
出
逢
え
て
よ

か
っ
た
」
「
あ
な
た
が
い
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
」
と
想
え
た
な
ら
ば
、「
お

蔭
様
」
と
生
か
さ
れ
て
「
あ
り
が
と

う
」
と
生
き
抜
い
て
い
け
る
。 

災
害
復
興
と
は
人
間
復
興
な
の

だ
か
ら
。
そ
れ
は
被
災
者
が
喪
失
し

て
い
る
時
間
・
空
間
・
仲
間
を
ひ
っ

く
り
返
す
こ
と
だ
か
ら
。
「
私
が
絶

望
し
て
も
、
私
を
見
捨
て
な
い
者
が

あ
る
の
だ
か
ら
」
。 

そ
の
方
は
イ
エ
ス
様
か
も
し
れ

な
い
、
そ
の
方
は
あ
な
た
が
出
逢
っ

た
誰
か
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
方
の

姿
は
目
に
見
え
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
心
と
心
は
今
も
こ
れ
か

ら
も
繋
が
っ
て
い
る
。 

も
う
約
束
の
時
間
も
過
ぎ
て
お

り
ま
す
。
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
こ
と
を
想
い
願
い
な
が
ら
本

日
の
「
兵
庫
県
南
部
大
地
震 

記
念

の
日 

追
悼
礼
拝
」
の
お
話
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

    

（
御
臨
末
の
御
書 

我わ
が

歳と
し

き
は
ま
り
て
、
安
養
浄
土

あ
ん
や
う
じ
ょ
う
ど

に

還
帰

げ

ん

き

す
と
い
ふ
と
も
、 

和
歌

わ

か

の
浦
曲

う

ら

わ

の
か
た
を
浪な

み

の
、
寄よ

せ
か
け
寄よ

せ
か
け
帰か

へ

ら
ん
に
同お

な

じ 

一
人

ひ

と

り

居ゐ

て

喜
よ
ろ
こ

ば
ゝ
、
二
人

ふ

た

り

と
思お

も

ふ
べ
し
、 

二
人

ふ

た

り

居ゐ

て
喜

よ
ろ
こ

ば
ゝ
、 

三
人

み

た

り

と
思お

も

ふ
べ
し
、
） 

 二
〇
二
〇
年
一
月
一
七
日 

「
兵
庫
県
南
部
大
地
震 

記
念
の
日
」 

追
悼
礼
拝 

 

参
加
者 

二
二
一
名 

献
金 

 

一
九
九
、
九
五
二
円 

献
金
は
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
朋
」
及
び

「
被
災
者
生
活
支
援
・
長
田
セ
ン
タ

ー
」
を
通
じ
て
、
被
災
者
支
援
等
の
た

め
に
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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一
月
一
七
日
の
「
記
念
の
日
」
追

悼
礼
拝
の
前
日
、
五
百
井
さ
ん
か
ら
、

「
最
初
考
え
た
話
は
二
時
間
超
え

そ
う
に
な
り
、
こ
れ
は
い
け
な
い
と

今
は
四
五
分
か
ら
五
〇
分
く
ら
い

ま
で
削
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
短
く

四
〇
分
か
ら
四
五
分
く
ら
い
に
何

と
か
致
し
ま
す
」
と
メ
ー
ル
が
あ
り

ま
し
た
。
全
く
宗
派
も
違
う
私
た
ち

の
た
め
に
、
最
後
ま
で
苦
闘
し
て
く

だ
さ
る
五
百
井
さ
ん
の
人
柄
が
浮

か
び
ま
し
た
。
き
っ
と
二
時
間
で
も

足
り
な
す
ぎ
た
と
思
い
ま
す
。
文
章

は
短
く
す
る
方
が
難
し
い
、
ど
れ
も

大
切
な
言
葉
で
す
か
ら
。
で
も
聞
く

人
の
事
を
思
い
、
命
を
削
る
思
い
で

短
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
当
日
の
五
百
井
さ
ん

の
お
話
は
、
驚
く
ほ
ど
淡
々
と
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。
で
も
、
最
後
ま
で

聞
い
て
心
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
「
こ

の
五
百
井
正
浩
さ
ん
と
い
う
お
坊

さ
ん
に
と
っ
て
は
、
一
人
の
僧
侶
と

し
て
生
き
る
こ
と
と
、
震
災
や
被
災

者
と
向
き
合
っ
て
生
き
る
こ
と
は

何
ひ
と
つ
違
わ
な
い
、
同
じ
こ
と
な

ん
だ
」
と
感
じ
た
事
で
す
。 

と
も
す
れ
ば
、
災
害
や
被
災
者
は
、

非
日
常
の
出
来
事
や
人
々
と
思
い

が
ち
で
す
。
普
段
と
は
違
う
特
別
な

こ
と
で
、
一
時
的
な
事
と
す
ら
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
き
っ
と
五

百
井
さ
ん
に
と
っ
て
そ
れ
は
違
う

の
で
す
。
震
災
の
前
と
後
で
、
も
ち

ろ
ん
あ
の
長
田
で
震
災
に
よ
っ
て

起
こ
っ
た
こ
と
は
そ
れ
ま
で
と
全

く
違
う
出
来
事
で
、
そ
こ
で
し
て
こ

ら
れ
た
具
体
的
な
事
も
そ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、

五
百
井
さ
ん
の
奥
深
い
と
こ
ろ
で
、

目
の
前
の
出
来
事
と
向
き
合
い
、
人

と
触
れ
あ
う
あ
り
方
は
、
大
震
災
が

あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
本
質
的
に

は
何
一
つ
変
わ
ら
な
い
。
僧
侶
と
し

て
、
更
に
は
人
と
し
て
、
か
な
め
の

部
分
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
同
じ
だ

か
ら
こ
そ
、
む
し
ろ
そ
こ
で
自
分
が

具
体
的
に
何
を
す
べ
き
か
、
臨
機
応

変
に
対
応
が
出
来
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
か
な
め
の
部
分
と
は
、

ど
ん
な
時
に
も
ど
ん
な
人
を
も
尊

ぶ
、
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

五
百
井
さ
ん
は
そ
の
「
人
を
尊
ぶ
」

あ
り
方
に
徹
す
る
努
力
を
、
何
が
起

こ
ろ
う
と
も
変
わ
る
事
な
く
当
た

り
前
の
事
に
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

で
す
。 

そ
の
生
き
様
か
ら
の
言
葉
を
私

た
ち
は
あ
の
礼
拝
で
聞
き
ま
し
た
。

「
地
震
が
起
こ
ろ
う
が
な
か
ろ
う

が
、
誰
か
が
苦
し
め
ば
そ
の
人
の
傍

ら
へ
行
き
、
そ
の
言
葉
を
聞
き
、
一

緒
に
苦
し
み
な
が
ら
で
き
る
限
り

の
事
を
す
る
。
そ
の
当
た
り
前
の
こ

と
を
、
地
震
の
前
も
後
も
す
る
だ
け

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
う
だ
っ
た
の

で
す
か
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
、
ど
う

な
の
で
す
か
」
と
問
い
か
け
ら
れ
た

よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
こ
の
問
い

に
ど
う
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。
貴
重

な
問
い
か
け
を
、
ご
自
分
の
言
葉
を

削
り
な
が
ら
私
た
ち
に
語
り
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
、
五
百
井
正
浩
さ
ん

に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

  

（
阪
神
大
震
災
対
策
特
設
委
員 

佃 

真 

人
） 


